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1　商事判例研究（千手崇史）

判
例
研
究

商
事
判
例
研
究

「
株
式
会
社
の
従
業
員
ら
が
営
業
成
績
を
上
げ
る
目
的
で
架

空
の
売
上
げ
を
計
上
し
た
た
め
に
有
価
証
券
報
告
書
に
不
実

の
記
載
が
さ
れ
、
株
主
が
損
害
を
被
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
会

社
の
代
表
者
に
従
業
員
ら
に
よ
る
架
空
売
り
上
げ
の
計
上
を

防
止
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
構
築
義
務
違
反
の
過
失

が
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」

最
高
裁
平
成
二
一
年
七
月
九
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
平
成
二
○
年
（
受
）

第
一
六
○
二
号
）、
損
害
賠
償
請
求
事
件
、
破
棄
自
判
、
請
求
棄
却
、
金

融
・
商
事
判
例
一
三
二
一
号
三
六
頁
、
裁
判
所
時
報
一
四
八
七
号
六
頁
、

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
○
七
号
一
一
七
頁
、
判
例
時
報
二
○
五
五
号
一
四
七

頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
三
三
○
号
五
五
頁
、
金
融
法
務
事
情
一
八
八
七

号
一
一
一
頁

 【
事
実
の
概
要
】

一　
事
案
の
経
過

⑴　

本
件
被
告
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
・
販
売
を
業
と
し
、
平
成

一
五
年
二
月
に
東
京
証
券
取
引
所
第
二
部
に
上
場
し
た
上
場
会
社

（
以
下
「
Ｙ
社
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
Ｙ
社
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
受
託

開
発
を
行
う
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
」
と
、
大
学
向
け
の
事
務
ソ
フ

ト
等
の
既
製
品
を
開
発
・
販
売
す
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」
を
行
っ

て
い
た
。
丙
川
松
夫
（
以
下
「
Ｈ
」
と
い
う
）
は
Ｙ
社
の
代
表
取
締

役
で
あ
る
。
一
方
、
本
件
原
告
は
、
平
成
一
六
年
九
月
一
三
日
及
び

一
四
日
に
証
券
会
社
を
通
じ
て
Ｙ
社
株
式
を
取
得
し
た
Ｙ
社
の
株
主

（
以
下
「
Ｘ
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
Ｙ
社
に
お
い
て
は
、
従
業
員
ら
が

営
業
成
績
を
上
げ
る
た
め
に
架
空
売
り
上
げ
を
計
上
し
て
お
り
、
有

価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
が
な
さ
れ
て
い
た
。
本
件
は
、
そ
の
事

実
公
表
後
に
株
価
が
下
落
し
た
こ
と
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
と
し

て
、
Ｘ
が
Ｙ
社
に
対
し
て
会
社
法
三
五
〇
条（

１
）に
基
づ
い
て
責
任
を
求

め
た
事
案
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
案
の
経
過
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

⑵　

Ｙ
社
の
職
務
文
章
規
定
に
よ
れ
ば
、
資
金
調
達
と
運
用
・
管
理
、
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債
権
債
務
の
管
理
な
ど
を
専
門
に
行
う
財
務
部
と
は
別
に
、
Ｇ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
と
い
う
、
営
業
活
動
、
営
業
事
務
を
行
う
部
門
が
置

か
れ
て
い
た
。
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
は
、
大
学
向
け
事
務
ソ

フ
ト
の
製
品
を
開
発
し
、
日
本
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
な
ど
販
売
会
社
に
販

売
（
販
売
会
社
は
さ
ら
に
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
大
学
に
販
売
す

る
）
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
の
一
部
門
で
あ
り
、
架
空
売
り
上
げ
の

計
上
が
あ
っ
た
の
は
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
に
お
い
て
で
あ

る
。

　

Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
の
内
部
に
は
、
営
業
部
の
他
、
注
文
書
や
検

収
書
の
形
式
面
を
確
認
す
る
Ｂ
Ｍ
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
課
、

事
務
ソ
フ
ト
の
稼
働
を
確
認
す
る
Ｃ
Ｒ
（
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
当
該
事
業
部
で
は
平
成
一
二
年
当
時
、

通
常
以
下
の
よ
う
な
流
れ
で
事
務
手
続
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

①　

Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
の
営
業
部
長
が
販
売
会
社
と
合
意
に
至

る
と
、
販
売
会
社
が
注
文
書
を
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
の
営
業
担

当
者
に
交
付
す
る
。
当
該
営
業
担
当
者
は
そ
れ
を
Ｂ
Ｍ
課
に
送
付

し
、
同
課
は
受
注
処
理
を
行
っ
た
上
営
業
担
当
者
を
通
じ
て
販
売

会
社
に
検
収
（
納
品
さ
れ
た
品
物
が
注
文
通
り
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
受
取
る
こ
と
）
を
依
頼
す
る
。

　

②　

Ｃ
Ｒ
部
担
当
者
が
販
売
会
社
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
大
学

関
係
者
と
共
に
納
品
さ
れ
た
ソ
フ
ト
の
検
収
を
行
う
。

　

③　

Ｂ
Ｍ
課
は
販
売
会
社
か
ら
検
収
書
を
受
領
し
、
売
上
げ
処
理
を

行
い
、
Ｙ
の
財
務
部
に
報
告
す
る
。
財
務
部
は
Ｂ
Ｍ
課
か
ら
受
領

し
た
注
文
書
検
収
書
を
確
認
し
、
こ
れ
を
売
上
げ
と
し
て
計
上
す

る
。

⑶　

丁
原
竹
夫
（
以
下
「
Ｔ
」
と
い
う
）
は
平
成
一
二
年
四
月
に
Ｙ
社

Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
の
営
業
部
長
に
就
任
し
、
自
ら
の
営
業
成
績

を
上
げ
、
維
持
す
る
た
め
に
平
成
一
二
年
九
月
以
降
、
同
営
業
部
の

部
下
に
対
し
て
、
後
日
正
規
の
注
文
が
獲
得
で
き
る
可
能
性
の
高
い

取
引
案
件
に
つ
い
て
正
式
な
注
文
が
な
い
段
階
で
注
文
書
を
偽
造

し
、
売
上
げ
を
架
空
計
上
（
以
下
「
本
件
不
正
行
為
」
と
い
う
）
す

る
よ
う
に
指
示
し
て
、
こ
れ
を
行
わ
せ
て
い
た
。
詳
細
は
次
の
通
り

で
あ
る
（
丸
番
号
は
⑵
の
も
の
と
対
応
）。

　

①　

営
業
社
員
ら
は
偽
造
印
を
用
い
て
販
売
会
社
名
義
の
注
文
書
を

偽
造
し
、
Ｂ
Ｍ
課
に
送
付
す
る
。
Ｂ
Ｍ
課
は
偽
造
に
気
付
か
ず
検

収
依
頼
書
を
作
成
し
、
営
業
社
員
ら
に
交
付
し
た
。
も
っ
と
も
、

当
該
検
収
依
頼
書
は
販
売
会
社
に
渡
る
こ
と
は
な
く
、
営
業
社
員

ら
に
よ
っ
て
検
収
済
み
と
さ
れ
た
よ
う
に
偽
造
さ
れ
、
Ｂ
Ｍ
課
に

返
送
さ
れ
た
。

　

②　

実
際
に
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
大
学
に
お
い
て
製
品
は
納
品
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さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
Ｒ
部
に
よ
る
稼
働
確
認
も
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
Ｔ
や
営
業
部
社
員
ら
は
納
品
及
び
稼
働
確
認
が
さ
れ
た
よ

う
な
資
料
を
作
成
し
た
。

　

③　

Ｂ
Ｍ
課
は
検
収
書
の
偽
造
に
気
付
か
ず
売
上
処
理
を
行
い
、
財

務
部
に
売
上
報
告
を
し
た
。
財
務
部
も
偽
造
さ
れ
た
検
収
書
に
基

づ
き
売
上
げ
処
理
を
し
た
。
な
お
、
財
務
部
は
毎
年
九
月
の
中
間

期
末
時
点
で
、
ま
た
Ｙ
社
と
監
査
契
約
を
結
ぶ
監
査
法
人
は
毎
年

三
月
の
期
末
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
売
掛
金
残
高
確
認
書
の
用
紙
を

販
売
会
社
に
郵
送
し
、
確
認
の
上
返
送
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
Ｔ
の
指
示
を
受
け
た
営
業
社
員
は
販
売
会
社
の
担
当

者
に
対
し
て
、
Ｙ
社
か
ら
送
付
さ
れ
る
当
該
封
筒
は
送
付
ミ
ス
で

あ
る
か
ら
、
営
業
社
員
ら
が
回
収
に
行
く
ま
で
開
封
せ
ず
待
っ
て

お
く
よ
う
に
申
し
向
け
、
こ
れ
を
販
売
会
社
か
ら
回
収
し
た
上
、

架
空
売
上
げ
の
用
紙
に
金
額
等
を
記
入
し
、
販
売
会
社
の
偽
造
印

を
用
い
る
な
ど
し
て
販
売
会
社
が
残
高
を
確
認
し
た
か
の
よ
う
に

偽
装
し
、
財
務
部
又
は
監
査
法
人
に
返
送
し
て
い
た
。

　
　

な
お
、
Ｔ
ら
は
当
初
は
契
約
締
結
に
至
る
可
能
性
が
高
い
案
件
に

の
み
上
記
方
法
を
用
い
て
い
た
も
の
の
、
次
第
に
可
能
性
が
低
い
案

件
に
つ
い
て
も
同
方
法
を
用
い
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
売
掛
金
の
滞

留
残
高
が
増
大
し
て
い
っ
た
。

　
　

こ
れ
に
つ
き
、
財
務
部
は
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
に
売
掛
金
滞
留

残
高
報
告
書
を
提
出
さ
せ
て
い
た
が
、
Ｔ
ら
は
大
学
に
お
け
る
シ
ス

テ
ム
稼
働
延
期
、
予
算
獲
得
の
失
敗
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
て
い
た
。

財
務
部
は
過
去
に
大
学
と
紛
争
に
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、
売
掛
金
残

高
確
認
書
も
受
領
し
て
い
た
の
で
特
に
疑
念
を
抱
か
ず
販
売
会
社
に

調
査
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　
　

ま
た
、
監
査
法
人
も
平
成
一
六
年
三
月
期
ま
で
の
財
務
諸
表
に
つ

き
適
正
で
あ
る
と
の
意
見
を
表
明
し
て
い
た
。

⑷　

と
こ
ろ
が
、
Ｙ
社
が
監
査
法
人
か
ら
売
掛
金
債
権
の
早
期
回
収
に

向
け
た
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
代
表
取
締
役

Ｈ
が
販
売
会
社
と
の
間
で
話
を
し
た
と
こ
ろ
双
方
の
認
識
の
相
違
が

明
ら
か
に
な
り
、
平
成
一
六
年
一
二
月
頃
本
件
不
正
行
為
は
発
覚
し

た
。
Ｙ
社
は
営
業
部
長
Ｔ
を
平
成
一
七
年
二
月
三
日
付
で
懲
戒
解
雇

処
分
と
し
、
そ
の
後
刑
事
告
発
し
た
。
Ｔ
は
有
印
私
文
書
偽
造
・
同

行
使
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
。

⑸　

Ｙ
社
は
平
成
一
七
年
二
月
一
〇
日
に
、
Ｔ
に
よ
る
本
件
不
正
行
為

の
顛
末
な
ど
を
公
表
し
、
平
成
一
七
年
三
月
期
の
業
績
予
想
を
修
正

し
た
。
東
証
は
Ｙ
社
か
ら
過
去
の
有
価
証
券
報
告
書
を
訂
正
す
る
旨

の
報
告
を
受
け
、
同
年
二
月
一
〇
日
、
上
場
廃
止
基
準
に
抵
触
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
社
株
式
を
管
理
ポ
ス
ト
に
割
り
当
て
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た
。
こ
れ
が
報
道
さ
れ
る
と
、
Ｙ
の
株
価
は
大
幅
に
下
落
し
た
。

　
　

こ
れ
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
と
す
る
株
主
Ｘ
が
、
Ｈ
に
リ
ス
ク
管

理
体
制
構
築
義
務
違
反
の
不
法
行
為
が
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
社
に
対
し

て
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
求
め
、
訴
え
を
提
起
し

た
。

二　
第
一
審
判
決
（
東
京
地
裁
平
成
一
九
年
一
一
月
二
六
日
金
融
・
商

事
判
例
一
三
二
一
号
四
三
頁
）

請
求
一
部
認
容

　

Ｙ
社
の
責
任
に
関
わ
る
前
提
と
し
て
代
表
者
Ｈ
の
過
失
が
問
題
と
な

る
（
旧
民
法
四
四
条
・
会
社
法
三
五
〇
条
）
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
つ
い
て

第
１
審
判
決
は
、
①
Ｙ
社
の
組
織
体
制
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
た
も
の
と

解
さ
れ
る
本
件
事
務
手
続
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｍ
課
が
作
成
し
た
検
収
書

は
、
元
営
業
社
員
を
経
由
し
て
販
売
会
社
に
送
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
が
元
事
業
部
長
ら
に
よ
る
検
収
書
の
偽
造
を
可
能
と
し

た
要
因
で
あ
っ
た
。

　

②
本
件
事
務
手
続
に
お
い
て
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
商
品
の
出
荷
、
納

品
及
び
大
学
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
確
認
と
い
っ
た
業
務
を
す
べ

て
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
稼
働

確
認
な
ど
な
く
と
も
元
事
業
部
長
ら
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
作
業
が
な
さ

れ
た
か
の
よ
う
な
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
の
「
組
織
体
制
及
び
本
件
事
務
手
続
に

は
、
元
事
業
部
長
ら
同
事
業
部
の
上
層
部
が
企
図
す
れ
ば
、
容
易
に
本

件
不
正
行
為
を
行
い
得
る
リ
ス
ク
が
内
在
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｈ
は
「
Ｙ
社
の
取
締
役
及
び
代
表
取
締
役
と
し
て
、
Ｙ
社

の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
各
部
門
の
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
体
制
を

構
築
し
、
機
能
さ
せ
る
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

と
こ
ろ
、
上
記
本
件
事
務
手
続
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
、
不
正
行
為
が
な

さ
れ
る
可
能
性
を
意
識
す
れ
ば
、
本
件
不
正
行
為
当
時
に
お
い
て
も
、

Ｙ
社
代
表
者
が
上
記
リ
ス
ク
が
現
実
化
す
る
可
能
性
を
予
見
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
当
該
リ
ス
ク
を
排
除
な
い
し
低
減
さ
せ
る
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｙ
社
代
表
者
は
、
各
部
門
に
不
正
は
な
い
も
の
と
過
信
し
、

組
織
体
制
や
本
件
事
務
手
続
を
改
変
す
る
な
ど
し
て
当
該
リ
ス
ク
を
排

除
な
い
し
低
減
さ
せ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
せ
ず
、
適
切
な
リ
ス
ク

管
理
体
制
を
構
築
す
べ
き
義
務
を
怠
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

な
ど
と
指
摘
し
、
Ｈ
に
は
各
部
門
の
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
構
築

す
る
義
務
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
と
判
断
し
、
Ｘ
の
請
求
を
一
部
認
容

し
、
Ｙ
社
の
民
法
四
四
条
（
当
時
）
責
任
を
認
め
た
。
Ｙ
社
側
が
控
訴
。
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三　
第
二
審
判
決
（
東
京
高
裁
平
成
二
〇
年
六
月
一
九
日
金
融
・
商
事

判
例
一
三
二
一
号
四
二
頁
）

控
訴
棄
却

　

原
審
で
あ
る
東
京
高
裁
も
第
一
審
判
決
を
支
持
し
、「
本
件
不
正
行

為
当
時
、
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
は
幅
広
い
業
務
を
分
掌
し
、
Ｂ
Ｍ
課

及
び
Ｃ
Ｒ
部
が
同
事
業
部
に
直
属
し
て
い
る
な
ど
、
Ｙ
社
の
組
織
体
制

及
び
本
件
事
務
手
続
に
は
Ｔ
ら
が
企
図
す
れ
ば
容
易
に
件
不
正
行
為
を

行
い
得
る
リ
ス
ク
が
内
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
社
の
代
表

取
締
役
で
あ
る
Ｈ
は
、
上
記
リ
ス
ク
が
現
実
化
す
る
可
能
性
を
予
見
せ

ず
、
組
織
体
制
や
本
件
事
務
手
続
を
改
変
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
財
務
部
は
、
長
期
間
未
回
収
と
な
っ
て
い
る
売
掛
金

債
権
に
つ
い
て
、
販
売
会
社
に
直
接
売
掛
金
債
権
の
存
在
や
遅
延
理
由

を
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
本
件
不
正
行
為
の
発
覚

の
遅
れ
を
招
い
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
、
Ｈ
が
財
務
部
に
よ
る
リ
ス

ク
管
理
体
制
を
機
能
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
Ｈ
に
は
、
Ｙ
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
適
切
な
リ
ス
ク
管
理

体
制
を
構
築
す
べ
き
義
務
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
。」
と
し
て
Ｈ
の
不

法
行
為
責
任
を
認
め
、
Ｙ
社
の
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
く
責
任
を
肯

定
し
、
Ｘ
の
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。

　

Ｙ
社
側
か
ら
上
告
受
理
申
立
て
が
な
さ
れ
た
。

　
注（

１
）　

Ｘ
は
不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
の
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商

法
二
六
一
条
、
七
八
条
二
項
が
準
用
す
る
民
法
四
四
条
一
項
を
根

拠
に
Ｙ
社
の
責
任
を
求
め
て
い
る
が
、
平
成
一
七
年
に
会
社
法
の

制
定
に
よ
り
こ
れ
と
同
内
容
の
規
定
で
あ
る
三
五
〇
条
が
設
け
ら

れ
、
同
法
の
施
行
後
に
生
じ
た
事
項
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
さ

れ
た
（
会
社
法
附
則
二
項
）
の
で
、
判
決
に
お
い
て
Ｘ
の
請
求
は

会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
く
請
求
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。
か

か
る
会
社
法
三
五
〇
条
の
性
質
等
に
つ
き
、
落
合
誠
一
編
『
会
社

法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
八
機
関
（
２
）』
二
二
頁
以
下
﹇
落
合
誠
一
執

筆
﹈（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

 【
判
旨
】
最
高
裁
平
成
二
一
年
七
月
九
日
（
判
例
時
報
二
〇
五
五
号

　
　
　

   

一
四
六
頁
）（
２
）（

以
下
「
本
件
判
決
」
と
い
う
）

破
棄
自
判

　
「
本
件
不
正
行
為
当
時
、
Ｙ
社
は
、〔
１
〕
職
務
分
掌
規
定
等
を
定
め

て
事
業
部
門
と
財
務
部
門
を
分
離
し
、〔
２
〕
Ｃ
事
業
部
に
つ
い
て
、
営

業
部
と
は
別
に
注
文
書
や
検
収
書
の
形
式
面
の
確
認
を
担
当
す
る
Ｂ
Ｍ

課
及
び
ソ
フ
ト
の
稼
働
確
認
を
担
当
す
る
Ｃ
Ｒ
部
を
設
置
し
、
そ
れ
ら

の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
財
務
部
に
売
上
報
告
が
さ
れ
る
体
制
を
整
え
、
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〔
３
〕
監
査
法
人
と
の
間
で
監
査
契
約
を
締
結
し
、
当
該
監
査
法
人
及
び

Ｙ
社
の
財
務
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
、
販
売
会
社
あ
て
に
売
掛
金

残
高
確
認
書
の
用
紙
を
郵
送
し
、
そ
の
返
送
を
受
け
る
方
法
で
売
掛
金

残
高
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
社

は
、
通
常
想
定
さ
れ
る
架
空
売
上
げ
の
計
上
等
の
不
正
行
為
を
防
止
し

得
る
程
度
の
管
理
体
制
は
整
え
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
本
件
不
正
行
為
は
、
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
事
業
部
の
部
長
が
そ
の

部
下
で
あ
る
営
業
担
当
者
数
名
と
共
謀
し
て
、
販
売
会
社
の
偽
造
印
を

用
い
て
注
文
書
等
を
偽
造
し
、
Ｂ
Ｍ
課
の
担
当
者
を
欺
い
て
財
務
部
に

架
空
の
売
上
報
告
を
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
、
営
業
社
員
ら
が
言
葉
巧

み
に
販
売
会
社
の
担
当
者
を
欺
い
て
、
監
査
法
人
及
び
財
務
部
が
販
売

会
社
あ
て
に
郵
送
し
た
売
掛
金
残
高
確
認
書
の
用
紙
を
未
開
封
の
ま
ま

回
収
し
、
金
額
を
記
入
し
て
偽
造
印
を
押
捺
し
た
同
用
紙
を
監
査
法
人

又
は
財
務
部
に
送
付
し
、
見
掛
け
上
は
Ｙ
社
の
売
掛
金
額
と
販
売
会
社

の
買
掛
金
額
が
一
致
す
る
よ
う
に
巧
妙
に
偽
装
す
る
と
い
う
、
通
常
容

易
に
想
定
し
難
い
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
本
件
以
前
に
同
様
の
手
法
に
よ
る
不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
な
ど
、
Ｙ
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
Ｈ
に
お
い
て
本
件
不

正
行
為
の
発
生
を
予
見
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
特
別
な
事
情
も
見
当

た
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
売
掛
金
債
権
の
回
収
遅
延
に

つ
き
Ｔ
ら
が
挙
げ
て
い
た
理
由
は
合
理
的
な
も
の
で
、
販
売
会
社
と
の

間
で
過
去
に
紛
争
が
生
じ
た
こ
と
が
な
く
、
監
査
法
人
も
Ｙ
社
の
財
務

諸
表
に
つ
き
適
正
で
あ
る
と
の
意
見
を
表
明
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
、
財
務
部
が
、
Ｔ
ら
に
よ
る
巧
妙
な
偽
装
工
作
の
結
果
、
販
売

会
社
か
ら
適
正
な
売
掛
金
残
高
確
認
書
を
受
領
し
て
い
る
も
の
と
認
識

し
、
直
接
販
売
会
社
に
売
掛
金
債
権
の
存
在
等
を
確
認
し
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
財
務
部
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
体
制
が
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
Ｈ
に
、
Ｔ
ら
に
よ
る

本
件
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
構
築
す
べ
き

義
務
に
違
反
し
た
過
失
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
以
上
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に
は
判
決
の
結
論
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判

決
は
、
そ
の
余
の
点
に
つ
き
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
破
棄
を
免
れ
な

い
。
そ
し
て
、
以
上
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
の
Ｙ
社
に
対
す

る
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
第
一
審
判
決
中
こ
れ
を
認
容
し
た
部
分

を
取
消
し
、
同
部
分
に
つ
き
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。」
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注（

２
）　

こ
の
判
決
に
対
す
る
評
釈
と
し
て
、
山
田
剛
志
「
判
批
」
金
融

商
事
判
例
一
三
三
六
号
二
二
二
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
川
島
い
づ
み

「
判
批
」
判
例
セ
レ
ク
ト
三
五
四
号
二
〇
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
鳥

山
恭
一
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
六
三
号
一
二
一
頁
、
志
谷
匡

史
「
取
締
役
の
内
部
統
制
構
築
・
運
用
責
任
」
月
刊
監
査
役

五
六
一
号
四
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
島
田
邦
雄
ほ
か
「
判
批
」
旬
刊

商
事
法
務
一
八
七
四
号
六
三
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
弥
永
真
生
「
判

批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
八
五
号
六
〇
頁
な
ど
。
ま
た
、
こ
の
判
決

に
対
す
る
評
釈
の
中
で
、
訴
訟
代
理
人
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
髙

島
志
郎
「
判
批
」
旬
刊
商
事
法
務
一
八
七
六
号
二
〇
頁
（
二
〇
〇
九

年
）、
上
甲
悌
二
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
六
二
号
三
八
頁

（
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

  【
評
釈
】

Ⅰ　
は
じ
め
に

　

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
本
件
判
決
の
妥
当
性
、
改
正
法

を
適
用
し
た
場
合
の
処
理
、
そ
し
て
改
正
法
そ
れ
自
体
の
妥
当
性
の
三

点
で
あ
る
。

　

本
件
判
決
は
上
記
の
通
り
、
従
業
員
ら
の
巧
妙
な
違
法
行
為
を
看
過

し
た
点
に
お
い
て
取
締
役
に
監
督
義
務
違
反
の
過
失
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
Ｈ
の
内
部
統
制
構
築
義
務
違
反
を
根
拠

に
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
り
、
個
人
株
主
が
原

告
と
な
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
珍
し
い
事
案
で
あ
る（

３
）。

第
一
審
、
第
二

審
で
は
Ｈ
の
内
部
統
制
構
築
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、

最
高
裁
は
Ｈ
の
同
義
務
違
反
を
否
定
し
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
が
、
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
断
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る

か
。
本
稿
で
は
ま
ず
第
一
に
内
部
統
制
構
築
義
務
の
問
題
と
し
て
論
じ

ら
れ
た
本
件
判
決
を
、
過
去
に
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
問
題
と
な
っ
た

裁
判
例
や
学
説
と
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
考
察
し
、
そ
の
妥
当
性
を

検
討
す
る
。

　

次
に
、
現
在
は
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
関
し
て
は
平
成

一
六
年
改
正
の
証
券
取
引
法
（
以
下
「
証
取
法
」
と
す
る
）
二
一
条
の

二
に
特
別
の
無
過
失
責
任
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
条
は
右
改
正
法

施
行
日
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
）
よ
り
前
に
提
出
さ
れ
た
有
価
証

券
報
告
書
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
改
正
附
則
（
平
成
十
六
・
六
・
九
法

九
十
七
）
一
条
三
号
・
五
条
）
こ
と
か
ら
、
本
件
に
は
そ
の
適
用
が
な

か
っ
た
。
現
在
で
あ
れ
ば
、
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の

二
と
同
内
容
の
金
融
商
品
取
引
法
（
以
下
「
金
商
法
」
と
す
る
）
二
一

条
の
二
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
処

理
が
な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
本
稿
は
第
二
の
検
討
事
項
と
し
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て
、
現
在
本
件
と
同
様
の
事
件
が
起
こ
っ
た
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
本
件
判
決
の
示
し
た
判
例

法
理
は
い
か
な
る
変
容
を
受
け
る
の
か
を
考
察
す
る
。

　

最
後
に
、
証
取
法
・
金
商
法
二
一
条
の
二
を
前
提
と
す
る
と
、
以
下

に
検
討
す
る
通
り
、
非
常
に
厳
し
い
無
過
失
責
任
が
会
社
に
課
さ
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
妥
当
か
。
平
成
一
六
年
改
正
証
券

取
引
法
二
一
条
の
二
の
立
法
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。

Ⅱ　
会
社
法
上
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務

一　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
と
は

　

取
締
役
は
善
管
注
意
義
務
（
会
社
法
三
三
〇
条
、
民
法
六
四
四
条
）

の
一
内
容
と
し
て
会
社
を
適
法
・
適
正
に
運
営
す
る
義
務
を
負
う
が
、

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
義
務
も
善
管
注
意
義
務
の
一
内
容
に
含
ま

れ
る
。

　

で
は
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
。

こ
の
用
語
の
中
身
自
体
、
時
代
状
況
や
経
済
状
況
に
よ
り
変
化
す
る
よ

う
で
あ
る
が
、
現
在
は
一
般
に
「
経
営
者
が
使
用
人
の
業
務
の
効
率

性
・
有
効
性
や
遵
法
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム（
４
）」

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
平
成
一
二
年

の
大
和
銀
行
事
件
で
日
本
に
お
い
て
初
め
て
登
場
し
た
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
の
概
念
は
、
主
に
後
者
の
遵
法
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の
方
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
判
決
が
括
弧
書
き
で
「
リ
ス
ク
管

理
体
制
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
通
り
、
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
と
リ
ス
ク
管
理
体
制
は
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
一
七
年
の
会
社
法
改
正
後
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
（
リ
ス
ク

管
理
体
制
）
構
築
に
つ
い
て
、
大
会
社
（
会
社
法
二
条
六
号
）
と
委
員

会
設
置
会
社
（
同
二
条
一
二
号
）
に
お
い
て
取
締
役
会
で
の
決
定
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
同
三
四
八
条
四
項
、
三
六
二
条
五
項
、
四
一
六

条
二
項
）
が
、
そ
れ
以
外
の
会
社
に
お
け
る
取
締
役
も
善
管
注
意
義
務

の
履
行
と
し
て
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
き

た（
５
）。

　

で
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
概
念
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
。
従
業
員

や
他
の
取
締
役
に
対
す
る
監
視
を
怠
っ
た
の
な
ら
ば
、
監
視
義
務
違
反

（
同
四
二
三
条
一
項
）
を
追
及
す
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
と
、
監
視
義
務
と
の
関
係
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。
取
締
役
の
責
任
論
と
の
関
係
で
は
、
取
締
役
が
他
の
取
締

役
を
監
視
す
る
義
務
と
し
て
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
と
同
様
に

善
管
注
意
義
務
の
一
内
容
と
し
て
監
視
義
務
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
監
視
義
務
も
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
も
、
取
締
役
に
対
し

て
、
自
ら
が
直
接
行
っ
て
い
な
い
行
為
に
つ
い
て
の
監
視
責
任
を
負
わ
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せ
よ
う
と
す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
き
な
企
業
体
に
お
け
る
従
業
員
の
不
祥
事
な
ど
、
取
締

役
ら
に
直
接
の
監
督
が
期
待
で
き
な
い
場
合
に
監
視
義
務
に
よ
り
責
任

追
及
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
内
部
統
制
構
築
を
問
題
と

す
れ
ば
不
祥
事
の
早
期
発
見
・
早
期
是
正
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
点
が
善
管
注
意
義
務
違
反
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
、
責
任
追
及

が
よ
り
容
易
に
な
る
と
い
う
違
い
が
あ
る（

６
）。

一
方
で
業
務
遂
行
を
直
接

監
視
で
き
な
い
よ
う
な
大
企
業
に
お
い
て
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
こ
れ
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
監
視
義
務
を
果
た
し
た

と
認
め
る
機
能
を
有
し
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

構
築
義
務
は
監
視
義
務
の
具
体
化
で
あ
る
と
さ
れ
る（

７
）。
つ
ま
り
、
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
は
、
責
任
追
及
が
容
易
に
な
る
と
い
う
原
告
に
と
っ
て

の
利
益
と
、
き
ち
ん
と
し
た
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
責
任
を
免
れ
る
被
告
に
と
っ
て
の
利
益
と
を
も
た
ら

し
、
こ
れ
ら
を
調
整
す
る
概
念
と
し
て
必
要
な
の
で
あ
る
。

二　

裁
判
例
の
流
れ

⑴　

本
件
以
前
に
も
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
は
複

数
存
在
す
る
。
実
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
概
念
が
日
本
の
裁
判
例

で
初
め
て
登
場
し
た
の
が
、
平
成
一
二
年
の
大
和
銀
行
事
件
で
あ

る
。
以
後
い
く
つ
も
の
裁
判
例
で
こ
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
最
高
裁

判
決
で
あ
る
本
件
判
決
へ
と
至
っ
て
い
る
。
本
判
決
の
態
度
は
数
あ

る
裁
判
例
の
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
本

項
で
は
、
そ
の
流
れ
を
概
観
す
る
。
そ
れ
に
際
し
て
、
本
件
判
決
で

問
題
と
な
っ
た
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
に
限
る
こ
と
な
く
、
広

く
内
部
統
制
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
の
う
ち
本
件
と
の
関
係
が
深

く
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
件
を
三
件
取
り
上
げ
、
本
件
と

関
係
の
あ
る
限
度
で
紹
介
し
、
本
判
決
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

⑵　

大
阪
地
裁
平
成
一
二
年
九
月
二
〇
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
四
七

号
八
六
頁；

以
下
「
大
和
銀
行
事
件
判
決
」
と
す
る
）

　

①　

こ
の
事
件
は
、（
甲
事
件
）
大
和
銀
行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
行

員
が
昭
和
五
九
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
の
間
、
財
務
省
証
券
の
無

断
取
引
を
行
っ
て
巨
額
の
損
失
を
出
し
、
右
損
失
を
隠
蔽
す
る
た

め
に
同
支
店
が
保
管
し
て
い
た
財
務
省
証
券
を
無
断
売
却
し
て
大

和
銀
行
に
巨
額
の
損
害
を
与
え
た
点
、
及
び
（
乙
事
件
）
大
和
銀

行
が
巨
額
の
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
米
国
当
局
に
隠
匿
し
た
た

め
、
米
国
に
お
い
て
刑
事
訴
追
を
受
け
有
罪
の
答
弁
を
行
っ
て
巨

額
の
罰
金
を
払
っ
た
点
に
つ
い
て
、
同
行
の
株
主
ら
が
Ｎ
Ｙ
支
店

長
や
取
締
役
ら
の
責
任
を
追
及
し
た
事
案
で
あ
る
。

　

②　

大
和
銀
行
事
件
判
決
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
と
の
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関
係
で
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
　
　
「
健
全
な
会
社
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
目
的
と
す
る
事
業
の

種
類
、
性
質
等
に
応
じ
て
生
じ
る
各
種
の
リ
ス
ク
、
例
え
ば
、
信

用
リ
ス
ク
、
市
場
リ
ス
ク
、
流
動
性
リ
ス
ク
、
事
務
リ
ス
ク
、
シ

ス
テ
ム
リ
ス
ク
等
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
適
切
に
制
御
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
管
理
が
欠
か
せ
ず
、
会
社
が
営
む
事
業

の
規
模
、
特
性
等
に
応
じ
た
リ
ス
ク
管
理
体
制
（
い
わ
ゆ
る
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
）
を
整
備
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
そ
し
て
、
重
要

な
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
が
決
定
す
る
こ
と
を
要
す

る
か
ら
（
商
法
二
六
〇
条
二
項
）、
会
社
経
営
の
根
幹
に
係
わ
る
リ

ス
ク
管
理
体
制
の
大
綱
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
で
決
定
す
る
こ

と
を
要
し
、
業
務
執
行
を
担
当
す
る
代
表
取
締
役
及
び
業
務
担
当

取
締
役
は
、
大
綱
を
踏
ま
え
、
担
当
す
る
部
門
に
お
け
る
リ
ス
ク

管
理
体
制
を
具
体
的
に
決
定
す
る
べ
き
職
務
を
負
う
。
こ
の
意
味

に
お
い
て
、
取
締
役
は
、
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
、
ま
た
、

代
表
取
締
役
又
は
業
務
担
当
取
締
役
と
し
て
、
リ
ス
ク
管
理
体
制

を
構
築
す
べ
き
義
務
を
負
い
、
さ
ら
に
、
代
表
取
締
役
及
び
業
務

担
当
取
締
役
が
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
構
築
す
べ
き
義
務
を
履
行
し

て
い
る
か
否
か
を
監
視
す
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま

た
、
取
締
役
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
及
び
忠
実
義
務
の
内
容
を

な
す
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
監
査
役
は
、
商
法
特
例
法
二
二

条
一
項
の
適
用
を
受
け
る
小
会
社
を
除
き
、
業
務
監
査
の
職
責
を

担
っ
て
い
る
か
ら
、
取
締
役
が
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
か
否
か
を
監
査
す
べ
き
職
務
を
負
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
も

ま
た
、
監
査
役
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
の
内
容
を
な
す
も
の
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

も
っ
と
も
、
整
備
す
べ
き
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
内
容
は
、
リ
ス

ク
が
現
実
化
し
て
惹
起
す
る
様
々
な
事
件
事
故
の
経
験
の
蓄
積
と

リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
充
実
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
様
々
な
金
融
不
祥
事
を
踏
ま
え
、
金

融
機
関
が
、
そ
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
と

の
観
点
か
ら
、
現
時
点
で
求
め
ら
れ
て
い
る
リ
ス
ク
管
理
体
制
の

水
準
を
も
っ
て
、
本
件
の
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
リ
ス
ク
管
理

体
制
を
整
備
す
べ
き
か
は
経
営
判
断
の
問
題
で
あ
り
、
会
社
経
営

の
専
門
家
で
あ
る
取
締
役
に
、
広
い
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
　
　

以
上
の
よ
う
に
判
示
し
た
上
で
、
大
和
銀
行
事
件
判
決
は
顧
客

か
ら
預
か
り
保
管
し
て
い
た
財
務
省
証
券
の
残
高
確
認
を
行
う
に

当
た
り
現
物
確
認
が
必
要
で
あ
っ
た
の
に
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
点
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を
捉
え
、
取
締
役
ら
の
う
ち
「
検
査
部
担
当
取
締
役
」「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
長
経
験
者
」
な
ど
一
部
の
者
ら
の
任
務
懈
怠
責
任
を

肯
定
し
た
。

　
　
　

一
方
、「
検
査
部
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
指
揮
系
統
に
属

さ
な
い
取
締
役
（
代
表
取
締
役
を
含
む
。）」
に
つ
い
て
は
、「
リ
ス

ク
管
理
体
制
構
築
義
務
」
に
つ
い
て
も
「
監
視
義
務
を
負
う
」
も

の
の
、
①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
体
制
は
、

そ
の
大
綱
の
み
な
ら
ず
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、
整
備
が

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
、
②
検
査
業
務
に

つ
い
て
は
、
検
査
部
と
い
う
専
門
の
部
署
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
部

署
が
財
務
省
証
券
の
保
管
残
高
を
確
認
す
る
に
当
た
り
、
保
管
残

高
明
細
書
を
直
接
入
手
す
る
と
い
う
必
要
な
手
順
を
取
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
等
を
指
摘
し
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
お
け
る
財
務
省

証
券
の
保
管
残
高
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
疑
念
を
差
し
挟
む
べ
き

特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
不
適
切
な
検
査
方
法
を
採
用
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
取
締
役
と
し
て
の
監
視
義
務
違
反
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
取
締
役
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
特
段
の
事
情
の
立
証

が
な
い
こ
と
か
ら
免
責
し
た
。

　

③　

上
記
の
通
り
、
大
和
銀
行
事
件
判
決
は
「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

構
築
義
務
」
に
つ
い
て
初
め
て
具
体
的
に
言
及
し
た
判
決
で
あ

る（
８
）。

ま
ず
、「
取
締
役
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
義
務
が

あ
る
」
と
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
を
明
言
し
て
い
る
点
が

最
も
特
徴
的
で
あ
る
。
次
に
、
上
記
判
示
に
よ
れ
ば
、「
シ
ス
テ
ム

の
具
体
的
中
身
に
は
経
営
判
断
の
問
題
で
取
締
役
に
裁
量
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
裁
量

判
断
に
当
た
っ
て
は
「
現
時
点
で
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
管
理
体
制

の
水
準
を
も
っ
て
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
」、
ま
た
そ

の
具
体
的
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

前
提
と
し
て
「
疑
念
を
差
し
挟
む
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
」
取
締
役
と
し
て
の
監
視
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
示

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
以
下
に
見
る
通
り
、
こ
の
裁
判
例

の
示
し
た
規
範
は
以
後
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
堅
く
維
持
さ
れ
て

い
る
。

⑶　

大
阪
高
裁
平
成
一
八
年
六
月
九
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
一
四
号

一
一
五
頁；

以
下
「
ダ
ス
キ
ン
事
件
判
決
」
と
す
る
）

　

①　
「
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」
と
い
う
商
号
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

方
式
に
よ
り
食
品
販
売
を
行
っ
て
い
た
ダ
ス
キ
ン
が
販
売
し
た
肉

ま
ん
に
、
日
本
の
食
品
衛
生
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
未
認
可
添
加

物
（
Ｔ
Ｂ
Ｈ
Ｑ；

な
お
中
国
で
は
こ
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
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た
）
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
報
道
さ

れ
、
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ッ
ツ
の
売
り
上
げ
が
低
下
し
た
た
め
に
ダ

ス
キ
ン
が
そ
れ
を
補
償
す
る
な
ど
し
、
多
額
の
出
費
を
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ダ
ス
キ
ン
の
取
締
役
ら
（
被
告
）
の
善
管
注
意
義

務
違
反
を
根
拠
に
株
主
（
原
告
）
か
ら
株
主
代
表
訴
訟
が
提
起
さ

れ
た
事
案
で
あ
る
。
原
告
株
主
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係

で
は
「
未
認
可
添
加
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
な
体
制
」「
未
認
可
添

加
物
が
混
入
し
た
場
合
に
対
処
で
き
る
体
制
」
な
ど
の
構
築
義
務

違
反
を
主
張
し
、
さ
ら
に
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
以
外
で
は
「
損
害

回
復
措
置
を
と
る
べ
き
な
の
に
怠
っ
た
」
点
の
善
管
注
意
義
務
違

反
も
主
張
し
た
。
原
判
決
（
大
阪
地
裁
平
成
一
六
年
一
二
月
二
二

日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
二
号
二
七
一
頁
）
は
こ
れ
ら
体
制
の
構

築
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
善
管
注
意
義
務
違
反
と
ま
で
は
い

え
な
い
と
判
示
。
別
に
原
告
が
主
張
し
て
い
た
「
未
認
可
添
加
物

混
入
を
公
表
し
被
害
回
復
措
置
を
取
る
べ
き
義
務
違
反
」
に
つ
い

て
判
断
し
原
告
の
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。
敗
訴
し
た
各
当
事
者

か
ら
控
訴
が
な
さ
れ
た
。

　

②　

ダ
ス
キ
ン
事
件
判
決
は
「
混
入
」「
販
売
」
に
関
す
る
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
違
反
に
よ
る
責
任
を
否
定
し
、「
損
害
回
復

措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
」
善
管
注
意
義
務
違
反
の
み
を
認
め
た
。

　
　
　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
判
示
の
う
ち
、「
混
入
」
に
関
し

て
、
当
時
ダ
ス
キ
ン
は
ハ
チ
バ
ン
食
品
に
大
肉
ま
ん
の
製
造
を
委

託
し
て
い
た
点
、
ハ
チ
バ
ン
食
品
の
品
質
管
理
体
制
を
信
頼
し
た

と
し
て
も
非
難
で
き
な
い
点
を
指
摘
し
、
ダ
ス
キ
ン
と
し
て
は
自

社
で
独
自
の
検
査
を
し
な
く
と
も
「
品
質
確
保
の
た
め
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
と
み
と
め
る
事
は
で
き
な
い
」
と
し

て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
違
反
を
否
定
し
た
。

　
　
　

ま
た
、「
販
売
」
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
詳
細
な
判
示
を

行
っ
て
被
告
ら
の
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。

　
　
　
「
健
全
な
会
社
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
目
的
と
す
る
事
業
の

種
類
、
性
質
等
に
応
じ
て
生
じ
る
各
種
の
リ
ス
ク
、
例
え
ば
、
信

用
リ
ス
ク
、
市
場
リ
ス
ク
、
流
動
性
リ
ス
ク
、
事
務
リ
ス
ク
、
シ

ス
テ
ム
リ
ス
ク
等
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
適
切
に
制
御
す
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
管
理
が
欠
か
せ
ず
、
会
社
が
営
む
事
業

の
規
模
、
特
性
等
に
応
じ
た
リ
ス
ク
管
理
体
制
（
い
わ
ゆ
る
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
）
を
整
備
す
る
こ
と
を
要
す
る
。」

　
　
　
「
も
っ
と
も
、
整
備
す
べ
き
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
内
容
は
、
リ
ス

ク
が
現
実
化
し
て
惹
起
す
る
様
々
な
事
件
事
故
の
経
験
の
蓄
積
と

リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
よ
り
充
実
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
求
め
ら
れ
て
い
る
リ
ス
ク
管
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理
体
制
の
水
準
を
も
っ
て
、
本
件
の
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
は
相

当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」「
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の

リ
ス
ク
管
理
体
制
を
整
備
す
べ
き
か
は
基
本
的
に
は
経
営
判
断
の

問
題
で
あ
り
、
会
社
経
営
の
専
門
家
で
あ
る
取
締
役
に
、
広
い
裁

量
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
　
　

続
け
て
、
本
件
は
事
業
部
門
の
責
任
者
ら
が
「
稟
議
規
定
に
違

反
し
て
」「
取
締
役
会
に
報
告
せ
ず
秘
密
裏
に
あ
え
て
違
法
行
為

を
行
う
と
い
う
意
思
決
定
を
し
た
事
案
で
あ
り
」「
そ
の
よ
う
な

場
合
も
想
定
し
て
、
従
業
員
に
対
し
、
自
己
の
属
す
る
事
業
部
門

の
指
揮
命
令
系
統
に
従
っ
て
情
報
を
伝
達
す
る
の
み
な
ら
ず
、
当

該
事
業
部
門
の
外
に
あ
る
機
関
に
も
同
じ
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
る
体
制
を
構
築
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
ま
で
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

　

③　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
の
存
在
と
、
そ
の
中
身
が
経
営

判
断
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
点
は
大
和
銀
行
事
件
と
同
じ
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
内
容
は
経
験
や
研
究
の
進
展

に
よ
り
充
実
す
る
」
と
い
う
点
、「
現
時
点
で
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク

管
理
体
制
の
水
準
で
判
断
す
べ
き
で
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
点

も
大
和
銀
行
事
件
と
共
通
す
る
。
運
用
面
に
お
い
て
、
担
当
責
任

者
ら
が
「
稟
議
規
定
に
違
反
」
し
て
「
秘
密
裏
に
」
違
法
行
為
を

行
う
こ
と
を
防
止
す
る
体
制
ま
で
構
築
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て

い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
担
当
者
が
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム

に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
計
算
に
入
れ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
「
疑
念
を
差
し
挟
む
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
」
責
任

を
負
わ
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
大
和
銀
行
事
件
と
同
じ
考
え
方
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑷　

東
京
高
裁
平
成
二
〇
年
五
月
二
一
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
七
四

号
一
五
〇
頁；

以
下
「
ヤ
ク
ル
ト
事
件
判
決
」
と
す
る
）

　

①　

こ
の
事
件
は
、
乳
酸
菌
飲
料
な
ど
を
製
造
販
売
す
る
ヤ
ク
ル
ト

本
社
に
お
い
て
、
資
金
運
用
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
に
よ
り
巨
額
の
損
失
が
発
生
し
た
と
し
て
、
原
告
株

主
が
ヤ
ク
ル
ト
本
社
の
取
締
役
ら
を
被
告
と
し
て
株
主
代
表
訴
訟

を
提
起
し
た
事
案
で
あ
る
。
取
引
を
し
た
取
締
役
の
責
任
が
肯
定

さ
れ
た
が
、
内
部
統
制
と
の
関
係
で
は
他
の
取
締
役
の
監
視
義
務

違
反
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

②　

ヤ
ク
ル
ト
事
件
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
上
で
、
取
締

役
ら
の
責
任
を
否
定
し
た
。

　
　
　
「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
、
少
額
の
原
資
で
多
額
の
取
引
が
で

き
る
た
め
、
投
機
性
が
高
く
、
市
場
動
向
の
見
通
し
が
的
中
す
る

と
多
額
の
利
益
が
得
ら
れ
る
反
面
、
見
通
し
を
誤
る
と
会
社
の
存
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立
に
も
関
わ
る
よ
う
な
巨
額
な
損
失
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、
市
場
動
向
は
完
璧
に
は
予
測
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
損
失
の
発
生
を
完
全
に
回
避
す
る
こ
と
は
不
可

能
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
会
社
が
、
本
業
と
は
別
に
、

こ
の
よ
う
な
投
機
性
の
高
い
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
行
う
に
つ
い

て
は
、
市
場
動
向
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
情
報
収
集

を
し
、
そ
れ
を
分
析
、
検
討
し
て
適
切
な
判
断
を
す
る
よ
う
に
務

め
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
よ

り
発
生
す
る
損
失
に
よ
っ
て
会
社
の
存
立
に
ま
で
影
響
が
及
ぶ
よ

う
な
事
態
が
生
ず
る
こ
と
を
避
け
る
目
的
で
、
損
失
が
生
じ
た
場

合
の
影
響
を
一
定
の
限
度
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ス
ク
管
理
の

方
針
を
立
て
、
こ
れ
を
適
切
に
管
理
す
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
生
ず
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
　
　
「
も
っ
と
も
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
か
ら
生
ず
る
リ
ス
ク
管
理

の
方
針
及
び
管
理
体
制
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
当
該
会
社
の
規
模
、
経
営
状
態
、
事
業
内
容
、
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
取
引
に
よ
る
資
金
運
用
の
目
的
、
投
入
さ
れ
る
資
金
の
性
質
、

量
等
の
諸
般
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
一
義

的
に
定
ま
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
幅
広

い
裁
量
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」

　
　
　
「
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
管
理
の
方
針
を
定
め
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
し
て
管
理
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
会
社
の

規
模
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
義

的
に
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
幅
広
い
裁
量
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の
よ
う
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
取
引
の
リ
ス
ク
管
理
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
当
時
未
だ
一
般

的
な
手
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
模
索
の
段
階
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
構
築
に
向
け
て
な
さ
れ
た
取
締

役
の
判
断
の
適
否
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
時
点
に

お
け
る
知
見
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
当
時
の
時
点
に
お
け
る

知
見
に
基
づ
き
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」

　
　
　

な
お
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
担
当
す
る
取
締
役
に
つ
い
て
も
同
旨

の
判
断
を
し
て
い
る
。

　
　
　

さ
ら
に
、
会
社
の
業
務
を
統
括
・
監
視
す
る
責
務
を
負
う
代
表

取
締
役
ら
に
つ
い
て
は
「
自
ら
が
個
別
取
引
の
詳
細
を
一
か
ら
精

査
す
る
こ
と
ま
で
は
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
」
下
部
組
織
等
が
「
適

正
に
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
」「
こ
れ
に
依
拠

す
る
こ
と
に
躊
躇
を
覚
え
る
と
い
う
よ
う
な
特
段
事
情
の
な
い
限

り
、
そ
の
報
告
等
を
も
基
に
調
査
、
確
認
す
れ
ば
そ
の
注
意
義
務

を
尽
く
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
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そ
の
他
の
取
締
役
に
つ
い
て
も
「
特
に
担
当
取
締
役
の
章
無
執
行

が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
特
段
の
事
情
が
存
在
し
な
い
限

り
」
担
当
取
締
役
の
職
務
執
行
の
適
法
性
を
信
頼
す
る
こ
と
に
正

当
性
が
あ
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。

　

③　

ヤ
ク
ル
ト
事
件
判
決
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
と
い
う
用
語
を
用

い
て
は
い
な
い
も
の
の
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
内
容
を
定
め
る
に

当
た
っ
て
は
幅
広
い
裁
量
が
あ
る
点
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
構
築
の

適
否
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
知
見
で
判
断
す
る
点
を
判
示
し
て

い
る
。
後
者
は
大
和
銀
行
・
ダ
ス
キ
ン
事
件
判
決
と
同
じ
で
あ

り
、
前
者
に
関
し
て
も
「
幅
広
い
裁
量
」
に
言
及
し
て
い
る
点
で
、

こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
と
同
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
代
表
取
締
役

等
が
原
則
と
し
て
担
当
取
締
役
等
の
適
法
行
為
を
信
頼
し
て
よ
い

と
す
る
点
も
同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ヤ
ク
ル
ト
事
件
判
決
も
こ

れ
ま
で
の
一
連
の
裁
判
例
と
同
じ
流
れ
の
中
に
あ
る
も
の
と
い
え

よ
う
。

⑸　

以
上
の
裁
判
例
を
ま
と
め
る
と
、
大
き
く
次
の
四
つ
の
内
容
に
要

約
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
ⅰ
）
取
締
役
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の

構
築
義
務
を
負
う
、（
ⅱ
）
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
中
身
は
経

営
判
断
の
問
題
で
裁
量
の
幅
が
あ
る
、（
ⅲ
）
ま
た
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
の
内
容
は
徐
々
に
充
実
す
る
の
で
、
現
時
点
で
求
め
ら
れ
る
リ
ス

ク
管
理
体
制
の
水
準
で
判
断
す
べ
き
で
な
く
当
時
の
水
準
で
判
断
す

べ
き
で
あ
る
、（
ⅳ
）
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

担
当
者
ら
が
適
法
行
為
に
で
る
こ
と
を
信
頼
で
き
、「
疑
念
を
差
し

挟
む
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
」
善
管
注
意
義
務
違
反
と
は
な

ら
な
い
。
検
討
し
て
き
た
通
り
、
こ
の
流
れ
は
大
和
銀
行
事
件
以
来

堅
持
さ
れ
て
き
た
。

三　

本
件
判
決
と
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
と
の
関
係

⑴　

そ
れ
で
は
、
本
件
判
決
は
上
記
裁
判
例
の
流
れ
と
の
関
係
で
、
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。

　
　

ま
ず
上
記
裁
判
例
の
判
示
す
る
（
ⅰ
）
は
、
前
述
の
通
り
会
社
法

上
の
大
会
社
（
会
社
法
二
条
六
号
）、
委
員
会
設
置
会
社
（
同
二
条

一
三
号
）
に
お
い
て
は
法
的
義
務
（
同
三
四
八
条
四
項
、
三
六
二
条

五
項
、
四
一
六
条
二
項
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
会
社
に
お
い
て
も

義
務
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
争
い
は
な
い
。
本
判
決
も
そ
の
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

⑵　

次
に
、（
ⅱ
）
に
つ
い
て
、
確
か
に
本
件
判
決
は
経
営
判
断
や
裁
量

の
幅
な
ど
の
文
言
は
用
い
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
①
事
業
部
門
と

財
務
部
門
を
分
離
し
、
②
営
業
部
と
は
別
に
Ｂ
Ｍ
課
及
び
Ｃ
Ｒ
部
を

設
置
し
、
そ
れ
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
財
務
部
に
売
上
報
告
が
さ
れ
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る
体
制
を
整
え
、
③
監
査
法
人
と
の
間
で
監
査
契
約
を
締
結
し
、
当

該
監
査
法
人
及
び
上
告
人
の
財
務
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
、
郵

送
に
よ
り
売
掛
金
残
高
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
こ
と
か
ら
、
Ｙ

社
は
「
通
常
想
定
さ
れ
る
架
空
売
上
げ
の
計
上
等
の
不
正
行
為
を
防

止
し
得
る
程
度
の
管
理
体
制
は
整
え
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
判
示
し
、
Ｈ
ら
の
過
失
（
善
管
注
意
義
務
違
反
）
を
否
定

す
る
論
拠
と
し
て
い
る
。
逆
に
言
う
と
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
（
リ

ス
ク
管
理
体
制
）
の
中
身
と
し
て
、
事
後
的
に
あ
ら
ゆ
る
損
害
発
生

に
つ
い
て
、
取
締
役
や
会
社
に
責
任
を
問
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う

考
え
方
で
あ
り
、
経
営
判
断
原
則
の
よ
う
に
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

構
築
に
関
し
て
裁
量
の
幅
を
持
た
せ
る
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
裁
判

例
と
同
じ
発
想
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る（

９
）。

⑶　

次
に
、（
ⅲ
）
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
判
示
は
判
決
文
の
中
に
は

見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
Ｙ
社
は
事
件
発
生
後
、
滞
留
売
掛
金
の

管
理
を
営
業
部
門
と
管
理
部
門
が
協
働
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
こ

と
、
債
権
残
高
確
認
に
か
か
る
業
務
を
事
業
部
門
か
ら
独
立
し
た
管

理
部
門
で
行
う
こ
と
な
ど
を
公
表
し
て
い
る）

₁₀
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
事

後
的
に
は
、
発
生
し
た
不
正
行
為
を
防
止
し
得
る
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る）

₁₁
（

」。
こ
の
よ
う
な

指
摘
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本
件
判
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築

義
務
違
反
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
裁
判
時
点
で
あ
る
現
時
点
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
違
法
行
為
の
行
わ
れ
た
当
時
の
水
準
で
判
断
す
る
こ

と
が
当
然
の
前
提
で
あ
り
、（
ⅲ
）
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の

流
れ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

⑷　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
運
用
面
は
ど
う
か
。
本
件
判
決
は
、
本
件

不
正
行
為
が
営
業
社
員
ら
の
巧
み
な
詐
言
や
偽
装
な
ど
「
通
常
容
易

に
想
定
し
難
い
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
続
け
て

「
本
件
以
前
に
同
様
の
手
法
に
よ
る
不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
な
ど
、
Ｙ
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
Ｈ
に
お
い
て
本
件
不
正
行

為
の
発
生
を
予
見
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
特
別
な
事
情
も
見
当
た

ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
こ
れ
ら
を
Ｈ
の
過
失
（
善
管
注
意
義
務
違
反
）

を
否
定
す
る
論
拠
の
一
部
と
し
て
い
る
。

　
　

要
す
る
に
、
通
常
想
定
で
き
る
不
正
行
為
と
発
生
を
予
見
で
き
る

不
正
行
為
を
防
止
で
き
る
程
度
で
よ
い
と
い
う
考
え
方
な
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
従
来
の
裁
判
例
の
判
示
し
て
い
た
「
疑
念
を
差
し
挟
む

べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
」
善
管
注
意
義
務
違
反
と
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
と
同
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

₁₂
（

。

⑸　

以
上
の
通
り
、
本
件
判
決
は
使
っ
て
い
る
文
言
等
に
は
若
干
の
差

異
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
発
想
と
し
て
は
従
来
の
裁
判
例
の
流
れ

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四　

本
件
判
決
の
妥
当
性
―
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
の
内
容
面

⑴　

そ
れ
で
は
、
本
件
判
決
及
び
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の
判
断
内
容
は

妥
当
か
。
後
述
す
る
通
り
、
こ
れ
ら
の
立
場
に
対
し
て
は
有
力
な
反

対
説
が
存
在
し
た
。
以
下
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
の
内
容
面
に
つ

い
て
は
、
そ
の
反
対
説
と
の
対
比
を
通
し
て
妥
当
性
を
明
ら
か
に
す

る
。
ま
た
運
用
面
に
つ
い
て
は
、
五
で
検
討
す
る
。

⑵　

本
件
判
決
や
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構

築
義
務
を
負
い
（
ⅰ
）
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
経
営
判
断
原
則
が
適

用
（
ⅱ
）
さ
れ
た
上
で
、
行
為
の
当
時
の
水
準
か
ら
（
ⅲ
）
妥
当
で

あ
っ
た
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。

　
　

も
っ
と
も
、
次
の
よ
う
に
こ
の
立
場
に
反
論
す
る
見
解
も
存
す

る
。「
確
か
に
、
企
業
の
収
益
が
リ
ス
ク
・
テ
ー
ク
の
裏
返
し
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
を
許
容
す
る
か
は
経
営
戦

略
の
問
題
で
あ
る
が
、
冒
険
的
な
『
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
』
の
構
築

を
奨
励
す
る
必
要
が
な
い
以
上
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
そ

れ
自
体
に
経
営
判
断
原
則
を
及
ぼ
す
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
む
し
ろ

構
築
す
べ
き
最
低
水
準
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ

を
超
え
て
ど
こ
ま
で
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
経
営
者
の
裁
量
が

働
く
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う）

₁₃
（

」

　
　

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
疑
問
が
あ
る
。
ま
ず
、
本
件
判
決
や
裁

判
例
は
冒
険
的
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
問
題
と
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。
大
和
銀
行
も
含
め
た
一
連
の
裁
判
例
、
ま
た

本
件
判
決
な
ど
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
筆
者
な
り
の

言
葉
で
説
明
す
る
な
ら
ば
「
従
業
員
ら
の
不
正
な
ど
取
締
役
が
直
接

手
の
届
か
な
い
事
項
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、「
取
締
役
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
を
負
い
、
目
の
届
か

な
い
従
業
員
の
行
為
だ
か
ら
と
い
っ
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
な

い
」
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
責
任
の
認
定
を
限
定
す
る
趣
旨
か
ら
、

「
従
業
員
ら
の
巧
妙
な
偽
装
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
取
締
役
に
責
任
を

負
わ
せ
る
の
が
酷
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
文
脈
で
「
経
営
判
断
の
原
則
」
や
「
裁
量
の

幅
」
と
い
う
考
え
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
判
例
・
裁
判

例
が
こ
れ
を
適
用
し
た
趣
旨
が
「
取
締
役
に
冒
険
を
認
め
る
」
こ
と

に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
た
、
上
記
見
解
は
、
構
築
す
べ
き
最
低
水
準
の
シ
ス
テ
ム
を
前

提
と
し
て
そ
れ
以
上
の
部
分
に
は
経
営
判
断
の
問
題
と
な
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
仮
に
か
か
る
最
低
水
準
が
設
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

予
測
可
能
性
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
果
た
し
て
か
か
る
最

低
水
準
を
明
確
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
上
記
の
よ
う
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に
、
裁
判
例
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
例
は
「
有
価
証
券
報
告
書
虚

偽
記
載
」「
食
品
衛
生
法
違
反
」
な
ど
ケ
ー
ス
ご
と
に
様
々
で
あ
る
。

仮
に
上
記
見
解
が
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
、
法
的
に
満
た
す
べ
き
統

一
的
な
最
低
水
準
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
点
に
疑
問
が
あ
る
。

　
　

確
か
に
、
取
締
役
ら
は
従
業
員
が
組
織
の
末
端
に
い
て
も
、
そ
の

動
向
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
内
部
統
制
シ

ス
テ
ム
は
必
要
で
あ
る
し
、
取
締
役
は
こ
れ
を
構
築
す
る
義
務
を

（
大
会
社
で
な
く
と
も
）
負
う
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
が
企
業
か
ら
生
ず
る
不
正
・
違
法
行
為
の
う
ち
、
あ
ま
り
に
も
広

い
範
囲
の
も
の
を
取
締
役
や
会
社
に
賠
償
せ
し
め
る
概
念
装
置
と
な

る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の

中
身
に
つ
い
て
は
、
経
営
判
断
原
則
を
適
用
し
た
場
合
の
よ
う
に
あ

る
程
度
の
幅
を
認
め
た
上
で
、
事
後
的
に
生
じ
た
損
害
の
す
べ
て
か

ら
、
一
定
の
場
合
に
取
締
役
が
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
余
地
も
認

め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
と
本

件
判
決
の
立
場
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

ま
た
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
、
ま
さ
に
事
例
や
議
論
の

集
積
に
よ
り
徐
々
に
充
実
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
一
定
水
準
を

要
求
す
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
即
座
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
可
能
で

あ
っ
て
も
事
例
の
蓄
積
や
研
究
の
進
展
に
非
常
に
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
企
業
環
境
に
お
い
て
は
時
と
場
合
に
応

じ
て
十
分
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に
つ

い
て
、
取
締
役
な
ど
に
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
上
述
の
通
り
経
営
判
断
原
則
や
裁
量
の
幅
と
い
っ
た
概

念
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
判
断
に
つ
い
て
は
議
論
の
発
展

し
た
現
時
点
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
水
準
で
判
断
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
一
連
の
裁
判
例
と
本
件

判
決
の
妥
当
性
は
裏
打
ち
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
に
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
身
に
つ
い
て
は
、

経
営
判
断
の
原
則
や
裁
量
の
幅
の
概
念
を
用
い
て
、
当
時
の
水
準
で

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
中
身
を
判
断
す
る
裁
判
例
・
本
件
判
決
の
手

法
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

⑶　

で
は
、
経
営
判
断
原
則
を
適
用
し
た
具
体
的
結
論
は
妥
当
で
あ
っ

た
と
い
え
る
か
。
こ
の
点
、
本
件
判
決
の
原
審
・
原
々
審
は
不
正
行

為
が
行
わ
れ
る
リ
ス
ク
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
「
不
正
は
な
い

と
過
信
」
し
た
点
（
原
々
審
）「
財
務
部
に
直
接
確
認
を
さ
せ
な
か
っ

た
」
点
（
原
審
）
な
ど
を
指
摘
し
て
過
失
を
認
め
て
い
る
。
内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
論
拠
と
し
て
「
直
接
確
認
を
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取
ら
な
か
っ
た
点
」
が
大
き
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。

　
　

し
か
し
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
は
「
こ
れ
を
構
築
し
、
機
能
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
監
視
義
務
を
果
た
し
た
も
の
と
認
め
る
機
能）

₁₄
（

」
も

有
す
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
内
容
が
十
分
な

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
取
締
役
は
義
務
を
果
た
し
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
重
ね
て
直
接
の
確
認
義
務
な
ど
を
問
う
こ
と
は
屋
上

屋
を
重
ね
る）

₁₅
（

点
で
無
駄
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
業
務
の
効
率
性
を
著

し
く
阻
害
す
る
原
因
と
も
な
り
う
る
。
よ
っ
て
、
原
審
・
原
々
審
の

判
断
に
は
疑
問
が
あ
る
。
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
身
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
不
正
防
止
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
点
、
従

業
員
ら
の
行
動
の
方
が
む
し
ろ
通
常
想
定
さ
れ
な
い
巧
妙
な
偽
装
で

あ
り
、
取
締
役
ら
が
そ
れ
を
見
破
る
べ
き
予
見
可
能
性
が
な
か
っ
た

点
を
指
摘
し
、
過
失
を
否
定
し
た
本
件
判
決
の
判
断
が
妥
当
で
あ
る

と
い
え
る
。

五　

本
件
判
決
の
妥
当
性
―
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
運
用
面

⑴　

既
述
の
通
り
、
従
来
の
裁
判
例
が
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
運
用

に
あ
た
っ
て
は
、「
疑
念
を
差
し
挟
む
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
」
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
ら
な
い
、
と
判
示
し
て
い
た
点
や
、

本
判
決
が
従
業
員
の
巧
妙
な
偽
装
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
虚
偽
記
載

を
「
予
見
す
べ
き
特
段
事
情
が
な
い
限
り
」
善
管
注
意
義
務
違
反
と

な
ら
な
い
等
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
代
表
取
締
役

が
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
動
い
て
い
れ

ば
、
従
業
員
等
関
係
者
が
こ
れ
に
従
っ
た
行
動
を
す
る
こ
と
を
信
頼

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

⑵　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
取
締
役
は
代
表
取
締
役
の

委
任
を
受
け
て
互
い
に
職
務
を
分
担
し
合
う
形
に
な
る
。
こ
の
連
係

プ
レ
ー
が
功
を
奏
す
る
た
め
に
は
、
他
の
取
締
役
へ
の
信
頼
が
保
護

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
職
務
に
専
念
で
き
る
責
任
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る）

₁₆
（

」
と
し
て
、
上
記
野
村
説
も
こ
の

点
に
つ
い
て
は
裁
判
例
と
同
じ
立
場
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
「
不
正
を
防
止
す

る
体
制
」
が
第
一
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
業
務
の
効
率
性
」

確
保
も
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
取
締
役
が
、

他
の
取
締
役
や
従
業
員
ら
が
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
従
わ
な
い
行
動

を
と
る
こ
と
ま
で
想
定
し
て
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
運
用
（
具
体
的

に
は
運
用
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）
を
逐
一
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
と
、
か
か
る
業
務
の
効
率
性
が
著
し
く
害
さ
れ
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
。
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
場
合
は
通
常
そ
れ
に
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よ
り
防
げ
る
も
の
が
防
止
で
き
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ
く
、
予

見
の
で
き
な
い
行
動
等
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
信
頼
の
原

則
の
考
え
方
に
則
っ
て
、
責
任
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。
従
来
の
裁

判
例
・
本
件
判
決
お
よ
び
野
村
説
の
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
は
妥
当

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ　
金
融
商
品
取
引
法
適
用
の
場
合
の
処
理

一　

平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二

）
₁₈
）（
₁₇
（

　

⑴　

本
件
判
決
と
同
様
の
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
の
事
案
つ
い
て

は
、
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
に
お
い
て
強
化
し

た
責
任
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
現
在
で
あ
れ
ば
そ
の
規
定
に

従
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

₁₉
（

。
当
該
規
定
は
、
無
過
失
責
任
で

あ
る
点
、
損
害
額
・
因
果
関
係
の
推
定
規
定
が
あ
る
点
、
そ
れ
ら
の

ゆ
え
に
被
告
発
行
者
が
取
り
う
る
対
抗
手
段
が
少
な
い
点
の
三
点
が

特
徴
的
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
、
規
定
の
新

設
理
由
と
規
定
の
内
容
を
概
観
す
る
。

　
　

平
成
一
六
年
改
正
以
前
の
証
券
取
引
法
は
、
有
価
証
券
届
出
書
等

に
不
実
開
示
が
あ
っ
た
場
合
の
民
事
責
任
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
定

を
設
け
て
い
た
（
証
券
取
引
法
一
八
条
―
二
四
条
の
五
）。
そ
の
趣
旨

は
、
被
害
者
に
生
じ
た
損
害
を
填
補
す
る
一
方
、
関
係
者
を
威
嚇
し

開
示
書
類
の
正
確
性
を
担
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た）

₂₀
（

。
そ
し
て
、
有
価

証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
の
場
合
の
責
任
は
、
不
実
の
有
価
証
券
届
出

書
に
関
す
る
責
任
（
証
券
取
引
法
二
二
条
）
を
準
用
（
同
二
四
条
）

す
る
形
で
規
定
さ
れ
て
い
た）

₂₁
（

。

　
　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
不
実
開
示
に
よ
り
原
告
が
被
っ
た
損
害

額
を
原
告
の
側
で
立
証
し
な
け
れ
ば
賠
償
が
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
の

立
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）

₂₂
（

。

　
　

平
成
一
六
年
改
正
は
こ
の
難
点
に
対
処
す
べ
く
、
流
通
市
場
に
お

け
る
不
実
開
示
に
関
し
て
発
行
会
社
に
無
過
失
責
任
を
課
す
二
一
条

の
二
を
新
設
し
、
原
告
の
立
証
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
「
因
果
関

係
」
お
よ
び
「
損
害
額
」
の
推
定
規
定
（
同
二
項
）
を
設
け
た
も
の

で
あ
る
。

⑵　

平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
第
一
項
は
、
二
五
条

一
項
に
掲
げ
る
書
類
（「
有
価
証
券
報
告
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
並

び
に
こ
れ
ら
の
訂
正
報
告
書
」
は
二
五
条
一
項
第
四
号
）
の
、
重
要

な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
記
載）

₂₃
（

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
の
提
出

者
は
、
当
該
書
類
が
公
衆
縦
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
間
に
取
得
し
た
一

定
の
者
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
せ
る
旨
を
規
定
す
る
。

　
　

無
過
失
責
任
と
し
た
理
由
と
し
て
は
、「
開
示
書
類
の
虚
偽
記
載
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が
あ
る
場
合
、
発
行
会
社
に
故
意
・
過
失
が
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
無
過
失
に
よ
る
免
責
を
認
め
る
べ
き
で
な
い）

₂₄
（

」
こ
と
や
「
発
行

市
場
に
お
け
る
発
行
会
社
の
責
任
（
一
八
条
）
が
無
過
失
責
任
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
た
め
で
あ
る）

₂₅
（

」
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

⑶　

民
法
七
〇
九
条
の
一
般
不
法
行
為
の
問
題
と
し
て
考
え
れ
ば
、
因

果
関
係
・
損
害
額
も
原
告
が
主
張
・
立
証
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
証
券
の
場
合
は
、
そ
の
価
格
が
様
々
な
事
象
を
織
り
込
み
つ

つ
変
動
す
る
点
で
因
果
関
係
を
捉
え
る
事
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
証

券
取
引
の
場
合
は
損
害
発
生
の
事
実
と
損
害
額
を
燦
然
と
区
別
す
る

こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
損
害
額
・
因
果
関
係
が
推
定
さ
れ

な
け
れ
ば
い
く
ら
損
害
賠
償
規
定
を
設
け
て
い
て
も
非
常
に
利
用
し

に
く
く
、
規
定
の
意
味
が
実
際
上
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　

こ
の
観
点
か
ら
、
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
は
二
一
条
の
二

第
二
項
に
お
い
て
、
虚
偽
記
載
（
第
一
項
）
の
場
合
に
お
い
て
「
当

該
書
類
の
虚
偽
記
載
等
の
事
実
の
公
表
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
虚

偽
記
載
等
の
事
実
の
公
表
が
さ
れ
た
日
…
（
中
略
）
…
前
一
年
以
内

に
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
、
当
該
公
表
日
に
お
い
て
引
き
続
き
当

該
有
価
証
券
を
所
有
す
る
者
は
、
当
該
公
表
日
前
一
月
間
の
当
該
有

価
証
券
の
市
場
価
額
…
（
中
略
）
…
の
平
均
額
か
ら
当
該
公
表
日
後

一
月
間
当
該
有
価
証
券
の
市
場
価
額
の
平
均
額
を
控
除
し
た
額
を
当

該
書
類
の
虚
偽
記
載
等
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
額
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
し
て
、
損
害
額
・
因
果
関
係
を
推
定
し
た
。

　
　

な
お
、
本
項
が
推
定
規
定
と
解
さ
れ
る
の
は
、
証
取
法
・
金
商
法

一
九
条
一
項
が
「
額
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
の
に
対
し
て
本
項
が

「
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
で

あ
る
。

⑷　

上
述
の
通
り
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
に
関
す
る
責
任
は
原
告

に
極
め
て
有
利
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
側
が
取
り
う
る

防
御
方
法
は
二
種
類
し
か
な
い
。
第
一
に
「
当
該
有
価
証
券
を
取
得

し
た
者
が
そ
の
取
得
の
際
虚
偽
記
載
等
を
知
っ
て
い
た
」（
証
取
法
・

金
商
法
二
一
条
の
二
第
一
項
但
書
）
こ
と
、
即
ち
取
得
者
等
の
悪
意

を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
責
任
の
全
部
を
免
れ
る
。

第
二
に
、
上
述
の
推
定
額
の
全
部
又
は
一
部
が
、
虚
偽
記
載
等
に

よ
っ
て
生
ず
べ
き
当
該
有
価
証
券
の
値
下
が
り
以
外
の
事
情
に
よ
り

生
じ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
り
（
同
二
一
条
の
二
第
四
項
）

こ
れ
に
よ
り
責
任
の
全
部
又
は
一
部
を
免
れ
る
。

二　

本
件
判
決
の
法
理
と
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二

⑴　

そ
れ
で
は
、
本
件
判
決
の
事
案
を
現
在
の
金
融
商
品
取
引
法
二
一
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条
の
二
（
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
と
同
内
容
）
で
処
理
す
る
と
す

れ
ば
ど
の
よ
う
な
処
理
と
な
り
、
本
件
判
決
の
判
例
法
理
は
い
か
な

る
変
容
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
既
述
の
通
り
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
を
用
い
る
意
味
を
会
社
や
役
員
ら
の
責
任
と
の
関
係
で
考
察
す

る
と
、（
ア
）
監
視
義
務
違
反
で
は
責
任
を
負
わ
せ
に
く
い
場
合
に
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
違
反
を
主
張
す
る
原
告
の
利
益
（
イ
）

十
分
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
免
責

さ
れ
る
被
告
側
の
利
益
（
経
営
判
断
原
則
・
信
頼
の
抗
弁
関
係
）
の

両
方
に
資
す
る
面
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
機
能
が
同
二
一
条

の
二
の
下
で
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
変
容
し

た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

⑵　

ま
ず
既
述
の
通
り
、
本
件
判
決
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
義

務
が
あ
る
点
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｙ
は
上
場

会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
締
役
会
に
お
い
て
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

の
構
築
義
務
を
負
う
（
会
社
法
三
六
二
条
四
項
六
号
）。
も
っ
と
も
既

述
の
通
り
会
社
法
制
定
前
か
ら
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
が
あ

る
点
は
争
い
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら）

₂₆
（

、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は

証
券
取
引
法
の
適
用
が
あ
る
か
な
い
か
で
結
論
は
異
な
ら
な
い
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。

　
　

も
っ
と
も
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
義
務
が
上
述
の
（
ア
）

の
原
告
の
利
益
に
資
す
る
面
は
、
証
取
法
・
金
商
法
二
一
条
の
二
に

お
い
て
無
過
失
責
任
が
設
け
ら
れ
、
損
害
・
因
果
関
係
の
推
定
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
十
分
に
代
替
さ
れ
て
い
る
ば
か
り

か
、
む
し
ろ
強
化
さ
れ
て
い
る
。
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
の
事

案
で
は
、
同
報
告
書
に
虚
偽
記
載
が
あ
っ
た
事
実
の
み
を
原
告
は
主

張
・
立
証
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
原
告
の
立
証
負
担
の
よ
り
大

き
い
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
違
反
を
わ
ざ
わ
ざ
持
ち
出
す
必

要
は
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑶　

で
は
、（
イ
）
の
被
告
が
免
責
さ
れ
う
る
点
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
、

ま
ず
第
一
に
、
上
記
判
例
・
裁
判
例
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
経
営
判
断
原
則
の
よ
う
な
裁
量
の
幅
が
あ
り
、

そ
の
妥
当
性
は
当
時
の
基
準
で
判
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
本
件
判
決
が
①
事
業
部
門
と
財
務
部
門
を
分
離

し
、
②
営
業
部
と
は
別
に
Ｂ
Ｍ
課
及
び
Ｃ
Ｒ
部
を
設
置
し
、
そ
れ
ら

の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
財
務
部
に
売
上
報
告
が
さ
れ
る
体
制
を
整
え
、

③
監
査
法
人
と
の
間
で
監
査
契
約
を
締
結
し
、
当
該
監
査
法
人
及
び

上
告
人
の
財
務
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
、
郵
送
に
よ
り
売
掛
金

残
高
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
こ
と
か
ら
、
Ｙ
社
は
「
通
常
想
定

さ
れ
る
架
空
売
上
げ
の
計
上
等
の
不
正
行
為
を
防
止
し
得
る
程
度
の

管
理
体
制
は
整
え
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
判
示
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し
て
い
る
。
こ
の
点
は
既
述
の
通
り
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
裁
量

の
幅
を
持
た
せ
る
従
来
の
判
例
法
理
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
　

し
か
し
、
こ
れ
も
先
述
の
と
お
り
証
取
法
・
金
商
法
二
一
条
の
二

の
下
で
は
有
価
証
券
報
告
書
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
記
載

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
発
行
会
社
は
無
過
失
責
任
を
負
う
。
現
時
点

で
条
文
を
読
む
限
り
、
無
過
失
責
任
で
あ
る
以
上
は
、
い
か
に
事
業

部
門
を
分
離
し
て
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
え
て
い
て
も
虚
偽
記
載
が
発

覚
す
れ
ば
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
経
営
判
断
原
則
が
適
用
に

な
り
、
そ
の
判
断
は
当
時
の
水
準
で
行
う
、
と
い
う
本
件
判
決
や
従

来
の
裁
判
例
の
考
え
方
は
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
の
場
面
で
は

用
い
る
事
は
で
き
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
と
の
関
係

で
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
免
責
さ
れ
る
と
い
う

（
イ
）
被
告
側
の
利
益
は
失
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

上
述
の
通
り
、
野
村
説
は
「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
経
営
判
断
原

則
を
適
用
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
説
を

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
一
般
に
及
ぼ
す
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
少
な

く
と
も
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
に
関
し
て
、
証
取
法
・
金
商
法

二
一
条
の
二
は
こ
れ
と
同
じ
考
え
方
で
捉
え
る
事
が
で
き
る
。「
構

築
す
べ
き
最
低
水
準
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を

超
え
て
ど
こ
ま
で
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
経
営
者
の
裁
量
が
働

く
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
の
野
村
説
の
指
摘
か
ら
考
え
る
と
、

「
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
で
設
定
さ
れ
た
責
任
水
準
が
当
該
『
構

築
す
べ
き
最
低
水
準
の
シ
ス
テ
ム
』
と
し
て
設
定
さ
れ
た
」
と
評
価

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑷　

で
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
り
（
イ
）
免
責
さ
れ
る
被

告
の
利
益
の
第
二
点
目
で
あ
る
「
信
頼
の
抗
弁
」
の
面
は
ど
う
か
。

　
　

こ
れ
に
関
し
て
も
、
無
過
失
責
任
化
し
た
証
取
法
・
金
商
法
二
一

条
の
二
の
下
で
は
認
め
ら
れ
る
余
地
が
な
い
。
信
頼
の
抗
弁
も
被
告

側
の
過
失
を
否
定
す
る
一
要
素
で
あ
る
が
、
同
二
一
条
の
二
は
無
過

失
責
任
で
あ
り
、
文
言
上
か
か
る
「
信
頼
の
抗
弁
」
で
免
責
す
る
文

言
上
の
余
地
は
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　

よ
っ
て
本
件
事
案
の
よ
う
に
た
と
え
「
従
業
員
の
巧
妙
な
偽
装
」

が
あ
り
、
役
員
ら
に
は
「
予
見
可
能
性
が
な
く
」、「
リ
ス
ク
管
理
体

制
が
」
機
能
し
て
い
た
と
し
て
も
、
虚
偽
記
載
が
あ
る
以
上
免
責
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

⑸　

こ
の
よ
う
に
、
本
件
判
決
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
判
例

法
理
は
、
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
に
よ
り
、「
有

価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
」
に
関
す
る
限
り
完
全
に
塗
り
替
え
ら
れ
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た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
は
証
券
取
引
法
（
金
融
商
品
取

引
法
）
二
一
条
の
二
を
文
言
通
り
適
用
す
る
限
り
無
過
失
責
任
の
非

常
に
厳
し
い
責
任
が
発
行
者
に
課
さ
れ
る
。
今
後
の
予
想
と
し
て
、

有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
を
防
止
す
る
た
め
に
「
今
後
さ
ら
に

高
度
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
義
務
が
課
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ）
₂₇
（

」「
巧
妙
な
手
口
に
よ
る
不
正
行
為
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定

し
た
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
う

る）
₂₈
（

」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
虚
偽
記
載
を
防
ぐ

こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
同
二
一
条
の
二
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
無

過
失
責
任
が
追
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
虚
偽
記
載
自
体
が
一
切
起
こ

ら
な
い
よ
う
な
厳
格
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
と
い
う

の
が
こ
れ
ら
の
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は

今
後
の
予
想
と
し
て
十
分
現
実
性
を
持
つ
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ⅳ　
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
の
妥
当
性
（
無
過
失

責
任
化
を
中
心
に
）

一　

学
説
の
状
況

⑴　

確
か
に
、
証
取
法
・
金
商
法
二
一
条
の
二
は
原
告
の
立
証
負
担
軽

減
を
主
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
厳
格
化
す

る
必
要
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
も
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
が
無
過

失
責
任
で
あ
る
こ
と
の
妥
当
性
に
関
し
て
、
代
表
的
な
学
説
を
挙
げ

つ
つ）

₂₉
（

若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

⑵　

平
成
一
六
年
改
正
証
券
取
引
法
二
一
条
の
二
の
背
景
、
概
要
等
に

つ
い
て
は
、
Ⅲ
１
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
学
説
に
お
い
て
は
、

こ
の
責
任
が
無
過
失
責
任
と
さ
れ
て
い
る
点
を
批
判
す
る
も
の
が
大

勢
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
理
由
づ
け
は
以
下
に
整
理
す
る
通
り
様
々

で
あ
る
。

　
　

前
記
の
通
り
、（
ⅰ
）
開
示
書
類
の
虚
偽
記
載
が
あ
る
場
合
、
発
行

会
社
に
故
意
・
過
失
が
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
無
過
失
に
よ
る

免
責
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
こ
と
や
、（
ⅱ
）
発
行
市
場
に
お
け
る
発

行
会
社
の
責
任
（
一
八
条
）
が
無
過
失
責
任
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

平
仄
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
平
成
一
六
年
改
正
二
一
条
の
二
の
趣
旨

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

こ
れ
に
対
応
さ
せ
て
考
え
る
と
、（
ⅰ
）
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、

過
失
が
常
に
あ
る
な
ら
ば
過
失
責
任
と
し
て
も
同
じ
で
あ
る
と
す
る

見
解）

₃₀
（

、
無
過
失
責
任
で
は
厳
し
す
ぎ
る
と
す
る
見
解）
₃₁
（

が
あ
る
。
ま
た
、

（
ⅱ
）
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
平
仄
を
合
わ
せ
る
こ
と
だ
け
で
は
理

由
と
し
て
不
足
で
あ
る
と
す
る
見
解）

₃₂
（

、
発
行
市
場
と
流
通
市
場
の
違

い
を
詳
細
に
指
摘
す
る
見
解）

₃₃
（

等
が
存
在
す
る
。
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こ
の
他
、
本
件
判
決
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

と
の
関
連
で
、
無
過
失
責
任
と
し
て
も
不
実
開
示
を
完
全
に
は
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
点
を
指
摘
す
る
見
解）

₃₄
（

、
無
過
失
責
任
と
す
る
こ
と

で
会
社
に
と
っ
て
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
な
い
方
向
へ
悪
い

動
機
付
け
を
与
え
て
し
ま
う
点
を
指
摘
す
る
見
解）

₃₅
（

な
ど
が
あ
る
。

二　

私
見

　

筆
者
も
証
取
法
・
金
商
法
二
一
条
の
二
が
無
過
失
責
任
を
規
定
し
た

点
に
は
反
対
で
あ
り
、
こ
の
規
定
は
過
失
の
推
定
規
定
に
と
ど
め
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
す
る
説）

₃₆
（

を
支
持
す
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
無
過
失

責
任
と
す
る
よ
り
も
、
過
失
の
推
定
規
定
と
す
る
ほ
う
が
原
告
被
告
双

方
に
と
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
類

似
す
る
条
文
の
平
仄
を
合
わ
せ
る
事
は
規
定
文
言
に
よ
る
予
測
可
能
性

の
面
で
は
合
理
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
発
行
者
が
直
接
発
行
す
る

発
行
市
場
と
は
異
な
り
、
発
行
者
の
意
思
と
は
関
係
な
く
多
数
の
投
資

者
に
よ
り
売
り
買
い
が
行
わ
れ
る
の
が
流
通
市
場
の
特
色
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
損
害
額
は
莫
大
な
額
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る）
₃₇
（

。
無
過
失

責
任
が
実
際
上
重
す
ぎ
る
点
か
ら
し
て
も
、
責
任
面
に
お
い
て
こ
の
見

解
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
流
通
市
場
の
事
情
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
過
失
の
推
定
で
原
告
の
立
証
負
担
は
相
当

軽
減
さ
れ
、
同
二
一
条
の
二
が
当
初
狙
っ
て
い
た
目
的
は
十
分
達
成
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
過
失
の
推
定
規
定
と
す
る
方
が

原
告
、
被
告
双
方
に
と
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
の
第
二
は
、
前
記
の
通
り
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
判
例
法
理
を
一
部
打
ち
消
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
あ

る
。
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
判
例
法
理
は
平
成
一
二
年
の
大
和

銀
行
事
件
に
始
ま
り
、
平
成
二
一
年
の
本
件
最
高
裁
判
決
に
至
る
ま
で

に
一
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
お
り
、
前
記
の
通
り
、
そ
の
内
容
に
は
合

理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
無
過
失
責
任
と
し
て
し
ま
っ
た
点
は
や

は
り
発
行
者
・
被
告
会
社
側
に
と
っ
て
厳
し
す
ぎ
る
し
、
そ
の
よ
う
な

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
可
能
か
ど
う
か
に

も
疑
問
が
あ
る
。
会
社
側
が
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
過
失
が
な

か
っ
た
点
を
主
張
す
る
余
地
を
認
め
、
そ
こ
で
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
一
連
の
判
例
の
考
え
方
を
残
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ

の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
同
二
一
条
の
二
は
過
失
の
推
定
規
定
に
と
ど

め
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅴ　
お
わ
り
に

　

以
上
の
通
り
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
判
示
し
た
本
件
判
決
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の
判
例
法
理
は
合
理
性
を
持
ち
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
有
価
証
券

報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
関
し
て
は
証
取
法
・
金
商
法
二
一
条
の
二
が
無

過
失
責
任
を
規
定
す
る
以
上
は
、
今
後
同
様
の
事
案
が
出
現
し
た
場
合

に
は
こ
の
規
定
に
よ
り
無
過
失
責
任
が
課
さ
れ
、
そ
こ
で
は
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本
件

判
決
の
判
例
法
理
は
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
関
す
る
民
事
責

任
に
つ
い
て
は
、
立
法
に
よ
り
塗
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
る）

₃₈
（

。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
こ
の
無
過
失
責
任
は
厳
し
す
ぎ
、
合
理

性
に
欠
け
る
と
考
え
ら
れ
、
原
告
と
被
告
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
に
入
れ

る
と
、
過
失
推
定
規
定
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
学
説
に
魅
力
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
無
過
失
責
任
を
規
定
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
解
釈

面
に
お
い
て
は
こ
れ
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
解
釈
論

に
お
い
て
は
同
二
一
条
の
二
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
逆
に
「
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
」
一
般
に
い
か
な
る
影
響
が
及
ぶ
か
、
具
体
的
に
は
、
無
過

失
責
任
化
に
よ
り
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
も
こ
れ
を
前
提

と
し
た
高
度
な
も
の
が
事
実
上
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か）

₃₉
（

に
関
す

る
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関

し
て
経
営
判
断
原
則
が
適
用
さ
れ
る
点
、
そ
の
判
断
は
当
時
の
水
準
で

行
う
点
、
ま
た
巧
妙
な
偽
装
な
ど
特
段
事
情
が
あ
れ
ば
責
任
を
負
わ
な

い
点
を
判
示
し
た
大
和
銀
行
事
件
か
ら
、
本
件
最
高
裁
判
決
に
至
る
ま

で
の
判
例
法
理
が
今
後
、
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
等
に
関
す
る
無

過
失
責
任
以
外
の
場
面
に
お
い
て
、
い
か
に
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
、

判
例
の
射
程
の
問
題
と
し
て
現
れ
て
く
る
。
本
件
の
よ
う
に
、
財
務
部

と
営
業
部
を
わ
け
、
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
外
部
の
監
査
法
人
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
を
整
え
て
い
て
も
ま
だ
不
足
で
、
通
常
の
想
定
を
超
え
る

偽
装
等
も
想
定
し
、
直
接
の
確
認
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
か
。
今
後
の
判
例
・
裁
判
例
が
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
の

で
、
今
後
の
動
向
へ
の
注
視
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
紙
幅
及
び
筆
者
の
研
究
能
力
と
の
関
係
で
割
愛
し

た
が
、
本
判
決
は
会
社
法
上
の
内
部
統
制
と
金
商
法
上
の
内
部
統
制
が

同
質
な
の
か
異
質
な
の
か）

₄₀
（

と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
も
見
る
事

が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ひ
い
て
は
会
社
法
と
金
商
法
の
責
任
の
性
質
を

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
へ
の
つ
な
が

り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
件
判
決
の
提
示

し
た
問
題
点
は
決
し
て
こ
の
事
例
に
と
ど
ま
り
切
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
は
か
か
る
会
社
法
と
金
商
法
と
い

う
大
き
な
視
点
か
ら
も
、
さ
ら
に
深
い
理
論
的
研
究
が
必
要
に
な
る
と

考
え
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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注（
３
）　

島
田
ほ
か
・
前
掲
注
（
２
）
六
四
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
弥
永
・

前
掲
注
（
２
）
六
〇
頁
な
ど
。

（
４
）　

江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
』
三
七
六
頁
（
有
斐
閣
・
第
三
版
・

二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
な
お
、「
企
業
会
計
審
議
会
」
が
平
成
一
九

年
二
月
一
五
日
に
発
表
し
た
「
財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
評

価
及
び
監
査
の
基
準
」
に
よ
れ
ば
、
内
部
統
制
と
は
「
基
本
的
に
、

業
務
の
有
効
性
及
び
効
率
性
、
財
務
報
告
の
信
頼
性
、
事
業
活
動

に
関
わ
る
法
令
等
の
遵
守
並
び
に
資
産
の
保
全
の
四
つ
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
い
る
と
の
合
理
的
な
保
証
を
得
る
た
め
に
、
業
務
に

組
み
込
ま
れ
、
組
織
内
の
す
べ
て
の
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
プ

ロ
セ
ス
を
い
い
、
統
制
環
境
、
リ
ス
ク
の
評
価
と
対
応
、
統
制
活

動
、
情
報
と
伝
達
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
活
動
）
及
び
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
へ
の
対
応
の
六
つ
の
基
本
的
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
」

と
定
義
さ
れ
る
（「
財
務
報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
評
価
及
び
監
査

の
基
準
」http://w

w
w.fsa.go.jp/singi/singi_kigyou/tosin/20070215.

pdf

（
平
成
一
九
年
二
月
一
五
日
付
）
最
終
ア
ク
セ
ス
日
時
平
成

二
三
年
六
月
一
八
日
）

（
５
）　

東
京
地
方
裁
判
所
商
事
研
究
会
編
『
商
事
関
係
訴
訟
』
二
〇
六

〜
二
〇
七
頁
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
九
年
初
版
第
三
刷
）、
川
島
・

前
掲
注
（
２
）
二
〇
頁
、
鳥
山
・
前
掲
注
（
２
）
一
二
一
頁
参
照
。

（
６
）　

山
田
・
前
掲
注
（
２
）
二
二
四
頁
参
照
。

（
７
）　

髙
島
・
前
掲
注
（
２
）
三
一
頁
、
志
谷
・
前
掲
注
（
２
）
七
頁
。

（
８
）　

髙
島
・
前
掲
注
（
２
）
二
五
頁
参
照
。

（
９
）　

さ
ら
に
進
ん
で
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
り
免
責
さ
れ
る
と
判
示

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、
山
田
・
前
掲

注
（
２
）
二
二
五
頁
。

（
10
）　
「
過
年
度
売
上
金
額
等
訂
正
に
係
る
再
発
防
止
策
並
び
に
社
内
処

分
に
つ
い
て
」http://w

w
w.jast.com

/pdf/20050318saihatsuboushi.
pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
時
二
〇
一
一
年
六
月
一
八
日
）。

（
11
）　

髙
島
・
前
掲
注
（
２
）
三
一
頁

（
12
）　

さ
ら
に
進
ん
で
、
信
頼
の
原
則
を
適
用
し
て
会
社
の
責
任
は
な

い
と
す
る
方
が
理
論
的
に
は
妥
当
だ
と
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、

山
田
・
前
掲
注
（
２
）
二
二
五
頁
。

（
13
）　

野
村
修
也
「
内
部
統
制
へ
の
企
業
の
対
応
と
責
任
」
企
業
会
計

Vol.58N
o.5

（
二
〇
〇
六
年
）。
ま
た
野
村
修
也
「
判
批
」
別
冊
ジ
ュ

リ
ス
ト
一
八
〇
号
一
二
四
頁
（
二
〇
〇
六
年
）
も
参
照
（
な
お
、
こ

れ
ら
は
大
和
銀
行
事
件
の
評
釈
で
あ
り
、
本
件
判
決
に
対
す
る
直

接
の
評
釈
で
は
な
い
点
に
注
意
）。

（
14
）　

髙
島
・
前
掲
注
（
２
）
三
一
頁
。

（
15
）　

髙
島
・
前
掲
注
（
２
）
三
一
頁
は
「
残
高
確
認
書
を
入
手
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
重
ね
て
残
高
の
照
会
を
行
う
こ
と
や
、
営
業

部
門
に
お
い
て
支
払
に
該
当
す
る
売
掛
金
の
内
容
の
確
認
を
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
ね
て
財
務
部
門
か
ら
直
接
の
照
会
を

行
う
こ
と
は
、
事
務
手
続
の
分
量
や
取
引
関
係
と
の
関
係
を
考
慮

す
れ
ば
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

こ
の
よ
う
な
体
制
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
厳
し
す
ぎ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
本
稿
の
筆
者
も
こ
れ
と
同
じ
発
想
に
立

つ
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　

野
村
・
前
掲
注
（
13
）「
対
応
と
責
任
」
一
〇
一
頁
参
照
。
当
該
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箇
所
は
大
和
銀
行
事
件
に
対
す
る
評
釈
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
る

が
、
本
文
引
用
箇
所
は
一
般
論
と
し
て
本
件
判
決
に
対
し
て
も
通

用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）　

こ
の
規
定
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
川
村
正
幸
編
『
金
融
商
品
取

引
法
（
第
二
版
）』
一
六
九
頁
以
下
﹇
芳
賀
良
執
筆
﹈（
中
央
経
済

社
、
二
〇
〇
九
年
）、
日
野
正
晴
著
『
詳
解
金
融
商
品
取
引
法
』

二
六
七
頁
以
下
（
中
央
経
済
社
、
第
二
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
近
藤

光
男
ほ
か
編
『
金
融
商
品
取
引
法
入
門
（
第
三
版
）』
二
八
五
頁
以

下
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
年
）、
河
本
一
郎
・
大
武
泰
南
著
『
金

融
商
品
取
引
法
読
本
』
九
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
な

ど
を
参
照
。

（
18
）　

平
成
一
六
年
改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
17
）
に
掲

げ
た
文
献
に
加
え
、
金
融
審
議
会
金
融
分
科
会
第
一
回
報
告
書

「
市
場
機
能
を
中
核
と
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
」
一
七
頁

（
平
成
一
五
年
一
二
月
付
）（http://w

w
w

.fsa.go.jp/singi/singi_

kinyu/siryou/kinyu/dai1/f-2 0031224_sir/02.pdf
：
最
終
ア
ク
セ

ス
二
〇
一
一
年
六
月
一
八
日
）、
黒
沼
悦
郎
「
証
券
取
引
法
に
お
け

る
民
事
責
任
規
定
の
見
直
し
」
旬
刊
商
事
法
務
一
七
〇
八
号
四
頁

（
二
〇
〇
四
年
）、
行
澤
一
人
「
改
正
証
券
取
引
法
に
お
け
る
民
事

責
任
規
定
の
見
直
し
」
証
券
取
引
法
研
究
会
編
『
平
成
一
六
年
の

証
券
取
引
法
等
の
改
正
（
別
冊
商
事
法
務
二
九
〇
号
）』
四
五
頁

（
商
事
法
務
・
二
〇
〇
五
年
）、
岡
田
大
ほ
か
「
市
場
監
視
機
能
の

強
化
の
た
め
の
証
券
取
引
法
改
正
の
解
説
」
商
事
法
務
一
七
〇
五

号
四
四
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
改
正
の
背
景

に
関
し
て
は
岩
原
紳
作
ほ
か
「
金
融
商
品
取
引
法
セ
ミ
ナ
ー
（
第

一
一
回
）
民
事
責
任
（
１
）」
商
事
法
務
一
三
九
七
号
（
二
〇
一
〇

年
）
七
七
〜
八
〇
頁
を
参
照
。
な
お
、
本
原
稿
執
筆
時
（
二
〇
一
一

年
段
階
）
に
お
け
る
他
の
相
違
点
と
し
て
、
会
社
法
上
、
取
締
役

会
設
置
会
社
（
上
場
会
社
は
す
べ
て
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
会
社
法

二
条
五
号
・
三
二
七
条
一
項
一
号
）
に
お
い
て
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
の
基
本
的
方
針
の
制
定
義
務
が
あ
る
点
（
会
社
法
三
四
八
条
三

項
四
号
・
四
項
、
三
六
二
条
四
項
六
号
・
五
項
、
四
一
六
条
一
項

一
号
イ
ー
ホ
・
二
項
）、
金
商
法
上
、
上
場
会
社
等
に
は
「
内
部
統

制
報
告
書
」
の
提
出
（
金
商
法
二
四
条
の
四
の
四
）「
確
認
書
」
の

提
出
（
同
二
四
条
の
四
の
二
）
が
義
務
付
け
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
文
は
専
ら
責
任
を
問
題
と
し
て
証
券
取
引
法
（
金
融
商

品
取
引
法
）
二
一
条
の
二
に
絞
っ
て
論
じ
た
。

（
19
）　

山
田
・
前
掲
注
（
２
）
二
二
四
頁
。

（
20
）　

証
券
取
引
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
18
）
四
五
頁
。

（
21
）　

な
お
、
こ
れ
は
過
失
責
任
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
証
券
取

引
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
18
）
四
六
頁
参
照
。

（
22
）　

有
価
証
券
の
虚
偽
記
載
に
関
す
る
責
任
が
利
用
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
、
他
に
「
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
制
度
が
な

い
こ
と
」「
不
実
開
示
は
発
見
し
に
く
い
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

証
券
取
引
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
18
）
四
六
頁
参
照
。

（
23
）　

虚
偽
記
載
と
は
、「
虚
偽
の
記
載
、
ま
た
は
開
示
す
べ
き
事
項
・

誤
解
を
生
じ
な
い
た
め
に
必
用
な
事
項
の
欠
如
」
を
い
う
。
近
藤

ほ
か
編
・
前
掲
注
（
17
）『
金
融
商
品
取
引
法
』
二
八
六
頁
。

（
24
）　

岡
田
ほ
か
・
前
掲
注
（
18
）
五
一
頁
参
照
。

（
25
）　

黒
沼
・
前
掲
注
（
18
）
五
頁
参
照
。
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（
26
）　

東
京
地
方
裁
判
所
商
事
研
究
会
・
前
掲
注
（
５
）
二
〇
六

－

二
〇
七
頁
、
川
島
・
前
掲
注
（
２
）
二
〇
頁
、
鳥
山
・
前
掲
注
（
２
）

三
一
頁
参
照
。

（
27
）　

高
島
・
前
掲
注
（
２
）
三
一
頁
。

（
28
）　

高
島
・
前
掲
注
（
２
）
三
一
頁
。

（
29
）　

か
か
る
見
解
の
整
理
と
し
て
、
岩
原
ほ
か
・
前
掲
注
（
18
）
七
五

頁
以
下
﹇
武
井
発
言
﹈
を
参
照
。

（
30
）　

黒
沼
・
前
掲
注
（
18
）
五
頁
参
照
。

（
31
）　

証
券
取
引
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
18
）
四
九
頁
﹇
森
田
発
言
﹈

（
別
冊
商
事
法
務
二
九
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
サ
イ
エ
ン
タ
ー

要
件
の
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
法
と
違
い
、
日
本
法
は
そ
れ
も
必
要

な
い
無
過
失
責
任
で
あ
る
点
を
捉
え
、「
と
ん
で
も
な
い
激
し
い
責

任
に
な
る
」
と
し
て
、
立
法
を
批
判
す
る
。

（
32
）　

黒
沼
・
前
掲
注
（
27
）
五
頁
、
証
券
取
引
法
研
究
会
・
前
掲
注

（
18
）
四
九
頁
﹇
黒
沼
発
言
﹈
な
ど
。

（
33
）　

前
越
俊
之
「
証
券
不
実
開
示
訴
訟
に
お
け
る
『
損
害
因
果
関

係
』」
福
岡
大
学
法
学
論
集
五
三
巻
四
号
三
八
四
頁
（
二
〇
〇
九

年
）。

（
34
）　

川
島
い
づ
み
「
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
に
関
す
る
発
行

会
社
の
不
法
行
為
責
任
」
金
判
一
三
二
〇
号
一
九
頁
注
（
８
）。

（
35
）　

前
越
・
前
掲
注
（
33
）
三
九
七
頁
注
（
105
）
は
、「
発
行
会
社
に

無
過
失
責
任
を
課
す
こ
と
は
、
努
力
を
し
て
も
し
な
く
て
も
変
ら

な
い
、
な
ら
ば
努
力
を
し
な
い
こ
と
（
努
力
の
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
）
が
、
経
済
的
に
合
理
的
な
行
動
と
な
り
、
望
ま
し
く
な

い
動
機
付
け
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
よ
う
と
す
る
発
行
会
社
の
動
機
付
け
を
損
な
い
、
妥
当

で
は
な
い
。」
と
指
摘
す
る
。

（
36
）　

岩
原
ほ
か
・
前
掲
注
（
18
）
八
一
頁
﹇
三
井
発
言
﹈
も
参
照
。
な

お
、
同
発
言
は
今
後
無
過
失
で
免
責
さ
れ
る
具
体
的
場
合
は
何
か

等
を
今
後
詰
め
る
べ
き
問
題
点
と
し
て
指
摘
す
る
。

（
37
）　

前
越
・
前
掲
注
（
33
）
三
八
四
頁
参
照
。

（
38
）　

も
っ
と
も
、
平
成
一
二
年
の
大
和
銀
行
事
件
に
お
い
て
、
日
本

の
裁
判
例
で
初
め
て
「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
」
概
念
が
登
場
し
、
平

成
二
一
年
の
本
件
判
決
で
最
高
裁
が
こ
れ
を
正
面
か
ら
認
め
た
こ

と
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
本
件
判
決
の
判
例
法
理
は
、
金
商

法
二
一
条
の
二
な
ど
特
別
の
無
過
失
責
任
が
設
け
ら
れ
て
い
る
分

野
以
外
に
は
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
現
時
点
で
考
え
て
い

る
。

（
39
）　

高
島
・
前
掲
注
（
27
）（
28
）
参
照
。

（
40
）　

異
質
説
と
同
質
説
と
の
基
本
的
説
明
に
つ
い
て
は
、
河
本
ほ

か
・
前
掲
注
（
17
）『
金
融
商
品
取
引
法
読
本
』
八
三
頁
を
参
照
。

　


